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要 旨 本研究は， 自然の音環境を生態学の一分野としてとらえ， 千菜県立中央博物館の生態園において聴
取録音された自然の音に基づいて，旭礎的な調杏の方法論の一環を構築する試みである. I点［内の 2 ヶ所，舟田
池の岸辺とスダジイやタプノキが俊占する照葉樹林内において， 1991 年 4 月から 1993 年 3 月までの毎月 l

~2 回，明け方，早朝，昼前，昼下がり，夕方，夜の 6 つの時間帯について，淵究を行なった．両地点の音環

境の特徴を，音源による音の種目，聴取時間帯や季節による音源の種類数の変化，音源の種類構成，現地要囚

と背娯要因に関わる音源の地域属性．音源の聴取頻度，および音源の年比較により分析した．これにより，池

岸は水辺の音環境として， 照葉樹林内は林の音環境として， 音の伝幡に関して異なる空間構造を示すととも

に． それぞれ独特な音源の構成様式があり． 照葉樹林内よりも舟田池の岸辺の方に多様な音源があることが

わかった．今回試みた方法は．音環境の構造と変化を検討するにあたって有効である．

キーワード：音環境，自然の音源，構造と変化，方法論，景観生態学．

林には林らしい音があり，水辺には水辺らしい音が

ある，という印象を抱くのはなぜだろうか．また，過

去の体験に屈づいて，録音から録音地の環境について

おおよその見当をつけられるのも典味深い． これはあ

くまでも聴取者の聴覚系を通じた環境認識上の主観的

な問題であるが，相互経験により他者との間に共通認

識を形成することができる． このことは，私たちが音

環境の構造のどこかに，特徴への手がかりを得ている

ことを予想させる. Leroy (1979) は，「音声の世界は．

ある空間のある時間に存在する物音と声の全体から構

成され，環境により規定されると同時に環境を特徴づ

ける」と定義した． これは，音環境の印象と「存在す

る音の全体」との間の因果関係に，ひとつの視点を与

える．たしかにすべての音が音環境の構成物である

が，環境を特徴づけるにあたって同等に関わっている

のか，それとも何らかの関係や階肘などの構造がある

のかを，検討する必要がある．

音環境の構造をめぐってその研究対象は，地球上に

存在するすべての音である．一般に，音を自然の音と

人工的な音とに大別すれば，人工の音については騒音

研究が中核である（桑野， 1988). 自然の音の研究で

は，硬骨魚類，カエル類，烏類，哺乳類などの脊椎動

物や，昆虫や甲殻類などの無脊椎動物について，行動

学的，生態学的，進化学的観点から，音声による種

内・種間通信が中心であった (Sebeok, 1977). 近年盛

んになったサウンドスケープ研究では，自然の音を人

工の音とのかかわりの中で，望ましい要索として論

議してきた (Schafer, 1977; Porteous and Mastin, 

1985; 古井, 1994). しかし，これらは主として社会学

的・地理学的・心理学的な観点にたって行なわれたも

のであって，自然の音に柚づく地域環境の客観的評価

に結びつくような研究ではなかった．

景観生態学において勇視されている観点として，地

域の環境の構造・機能・変化 (Forman and Gordon, 

1986) は，音環境を総合的にとらえた科学的研究にお

いても重要である．すなわち，音環境と地域・環境・

時間の各要素とのかかわりを対象にするが， これには

発生音の音響特性から，音源の構成と種類数，時空間

における配置，多様な音の競合・障害・すみわけ•独

占・排他などの相互関係まで，さまざまな段階が含ま

れる． しかし，ある特定地域における音の存在様式と

相互関係に焦点をあてた総体的な調査は，端緒につい

たばかりである．大庭 (1993) および Oba (1994a) は，

千葉市内の純牒村地域・新輿住宅地·埋め立て地の中

高層ニュータウンより，それぞれ l 小学校区を選び，

これらの音環境を，音源となった動物の系統分類学的

位置づけ，地域における生態学的な位置づけ，および

食性の観点より比較した． これにより，音源の多様性

から地域の環培の生物学的多様性が評価できると提起

された．また，筆者は異なる音環境を比較研究するた

めに，千葉県内外における特定地域での基礎的なデー

タの集積を続けているが， これらの詳細な構造や変化

についての検討を今後進めることによって，音環境は

景観（景相）生態学において重要な分野となるだろう．

そのための基礎として，音環境の構造・機能・変化に

ついて，研究手法の確立が必要である．
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本稿は，千菜県立中央博物館の生態園において，

1991 年 4 月からの 2 年間について， 自然の音源を中
心にまとめたものである． ここでは，自然の音環境を

景観生態学の一分野としてとらえ，基礎的調査の方法
論を構築することを目指した．すでに，音環境のサン

プリング方法については Oba (1994b) にて検討され

ているので，本研究ではそれに基づき，とくに音源の

構成や変化，音源間の階層や相互関係，時空間におけ

る多様な存在様式などに焦点をあてて，環境の特徴づ

けにかかわる音環境の構造の解析と比較の方法を検討

する．また，自然の音環境研究を今後進めるに当たっ

て，誰でも支障なく理解できるような自然の音の分類

基準の検討を行い，最後に音環境の比較から音環境の

区分，音源の構成様式，および伝幡空間の構造に関し

て考察を/Jll えた．

調査地

千葉県立中央博物館の生態園 (35°36'N, 140ー07'E) 

は，殷林水産省畜産試験場の跡地に設置され，都市化

の進行する千葉市街と農地が多く残る郊外とのほほ境

目に位置する. 1988 年 3 月の造成工事の終了後， 房

総半島の代表的な植生である照葉樹林や落葉広葉樹林

などの復元が試みられてきた（中村， 1994; 山ロ・中

村， 1994). 園内にある舟田池は，江戸時代のころか

らの溜池であるが，ヘドロの浚渫・山砂客土後，池を

取り囲む斜面のイヌシデなどの落菜広葉樹を主体とす

る雑木林とともに保護されてきた（中村， 1993).

調査方法

音環境の構造と変化を，自然の音源の構成から解析

する方法は，従来には見られない．そこで本研究では，

方法論の検討も含めて，次のような順序で調査を行

なった．第 l に，野外調雀により音の聴取と録音を行

なって，調査地点における音環境のサンプルを得た．

第 2 に，室内において録音記録から音源の同定を行っ

た．第 3 に，音源の構成様式を解明するために，音源

による音の種目，音源の種類数や構成の時間的・季節

的変化，音源の地域属性，音源の聴取頻度，ならびに

音源の年変化を分析した．第 4 に，これら分析結果や

気象条件などに基づいて，異なる 2 つの調査地点の比

較を行い，各音環境の特徴を形成する構造を検討し

た．

1. 野外の調査

野外の調査は，調査地点付近に棲息する動物への影

響を最小限に抑えるために，毎回同じ作業位置と手順

が用いられた．また，音源識別の個人差を配慮して，

調査は同ーの調査者 l 名によって行なわれた．

音の聴取と録音は，調杏者が調査地点に到着してか

ら約 3 分後に同時に開始され，その後の 6 分間にわ

たって連続して行なわれた．聴取の対象は，調査地点

から半径約 100 m 内外で聞こえる自然の音と人工の

音で，大きな音ならびに小さな音，また遠くからはっ

きりと聞こえてくる音に区別された (Oba, 1994b). 

これらの音は，音源の種類•発音の仕組みによる音の

種類（音声・動作の音等） ・方向・距離・行動・その

他のできごととともに．野帳に書き留められた．録音

は，デジタル録音機 Sony TCD-D10 PRO とステレオ

マイクロホン Sony ECM-MS5 を用い．デジタルオー

ディオテープ Sony DT-90/120 上に行なった．マイ

クにはウィンドシールドをかけて， 地上約 1.5m の位

置に三脚で固定し， 調査者はこの約 1.5m 後方に控え

た．

調査地点の植生などの環境は．写真を同ーの視角で

撮影することによって記録された．気象条件について

は，調査時に天候を記録するとともに．気温と相対湿

度をマイクのすぐ下に取りつけた温湿度計から読み

とった． これらは生態園総合気象観測装置観測データ

と対比された．風については，相対的な風力を記録し

た (Brainerd, 1971). 

なお，すべての録音は．環境写真等の調査地点にま

つわる種々の情報とともに．生物音響学分野の博物館

資料として保存することとした．

2. 調査頻度

野外の調査は 1991 年 4 月から 1993 年 3 月まで，

原則として毎月 1~2 回の日曜日もしくは国民の祝日

に行ない， 調査日は延べ 36 日であった． これらの日

は週の問で最も交通騒音レベルが低いため（石井・大

坪， 1992), 自然の音の観察に適している．調査は明

け方から夜までの間の 6 つの時間帯に行った．季節に

よる日長の変化を考慮して．時間帯は相対的に幅広く

設け. I 明け方（日出前 3: 00-7: 00), II 早朝 (6:00-

9: 00), III 昼前 (10: 00-11 : 30), IV 昼下がり (13:00 

-15: 00), V 夕方 CB没前後 16:00-18: 30), および

VI 夜 (19: 30—21: 30) としたなお，雨天や強風の日

は避けた．また，調査途中で不都合が出るほどに天候

が変わった場合は中止して，数日以内に再試または補

足調査を行なった．

3. 音源の同定

音源の同定は．録音時に目視により行なうことがで

きた場合を除いて．収集された録音に基づいて行なっ

た．録音はIHI きなおされ．聞くだけでは区別の難しい

昆虫などの音については． さらに KAY DSP Sonaｭ

graph 5500 によって音響学的な分析に付された． こ

れらは．千葉県立中央博物館に収蔵されている生物音

秤資料や関連の文献（参照録音および文献を見よ）と

の対比から，同定を行なった． しかし，なかには音源

を聞き分けること自体が難しい音があった． これは．
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通常の生活で聞き分ける必要がない音で，音源まで参
照して命名する習慣がないもの，すなわち以下に分類

する植物体音．植物受動音，動物副次音が該当する．
この場合．定性的な特徴と発生のしくみがわかるよう
に記載した．

4. 分析方法

次の 6 とおりの分類基準によって，音源の構成様式
の解明を試みた．

(1) 音源による音の種目

自然の音は音源の種類と発生のしくみにしたがつ
て，以下のとおりの種目にタイプ分けした．

1. 無機的な音

1-1 地形音：川の流れや池の漣など，特定の地

形があるために生じる音．

1-2 気象音：風・雨・雪・氷などの気象現象に

由来する音．

1-3 潮汐音：潮汐による波などの音．

2. 有機的な音

2-1 植物音：植物の生命活動に関わって生じる

音

2-1-1 植物体音：熟した実が乾媒してはじけ

たり，枝が落下したりすることによって

生じる音．

2-1-2 植物受動音：植物体が風などの外力に

よって揺り動かされて生じる音．

2-2 動物音：動物の生命活動に関わって生じる

音．

2-2-1 動物能動音：鳥のさえずりのように，

特別な発音器官．または体の一部分を

使って作り出す能動的な音．

2-2-2 動物副次音：身動きなどに伴って生じ

る副次的な音．飛ぶ· 歩く・走る・泳

ぐ・水浴び・採食などの動作の結果，棲

息環境内の基質や物が動いて生じる音．

人間の場合も．さまざまな能動音，すなわち音声に

よる言語や非言語があるほか．副次音も多い． ところ

で，道具や機械を使用した結果生じる音を．副次音の

延長とみなすこともできるが．ここでは基本的に人工

的な音として区別した．また，音楽などは文化的な音

として，寺の鐘や定時のチャイム放送の音などは人間

の社会生活上の指標的な音として識別できるが

(Schafer, 1983), 今回は考慮しなかった．

(2) 音源の種類数の時間的・季節的変化

各音源の 1 日の間の聴取時間帯 (I~VI) および一年

の間の聴取時期を調べた．とくに，動物音に関しては，

両生類．鳥類．昆虫類，哺乳類のそれぞれについて．

なかでも昆虫類については生活史の異なるグループ，

すなわちキリギリス類， コオロギ類，パッタ類，セミ

類に分けて．音源の種類数の季節的な変化を，聴取時

間帯別に検村した．

(3) 音源の構成の時間的・季節的変化

無機的な音と植物音に関しては，音源による音の種
目分類上の扱いが難しいので， ここでは動物音に限っ

て，音源を聴取時間帯の糾み合わせによってタイプ分

けしたまた，聴取時期についても，音源を聴取期間

の組み合わせによってタイプ分けをした． これには 1

年の季節を生物の活動の特徴に基づいて，次の 4 つの
聴取期間に分けた．

1. 春： 2~4 月，多くの生物では繁殖前の準備期と

して特徴的で， このころより繁殖活動に関

係する音声活動が見られる．鳥類では， こ

の時期の後半に春の渡りがあり，冬鳥と豆

鳥が交代する．

2. 夏： 5~7 月，繁殖活動が行なわれる期間として

特徴づけられる．動物の繁殖活動に関連し

て音声活動も高まる．

3. 秋： 8~10 月，繁殖が終わり冬に備える期間と

して特徴的である．烏類では， この時期の

前半に換羽か起こり，一般的に音声活動が

低下する． また，秋の渡りで夏鳥と冬鳥が

交代する．昆虫類では， この時期もなお繁

殖活動を行なっているものがある．

4. 冬： 11 ~ 1 月，生物が冬越しする期間として特
徴的である．鳥類などでは非繁殖期に特有

な行動が見られ，両生類や昆虫は冬眠して

しヽる．

(4) 音源の地域属性

音には音源があり，音源には位麗がある． この位置

が地域および環境内のどこにあるかによって，音環境

における特定の音の地域属性が決まる． ここでは，以

下のとおり地域属性の分類を行なった．

1. 現地音源：音源が調査地点の直接の環境内に存

在する．

2. 背景音源：音源が調査地点を取りまく周辺環境

内に存在する．

2-1 隣接音源：隣接地から聞こえてくる音で，

音源が1月辺環境内に位置している．

2-2 通過音源：調査地点付近を通過中に発せら

れた音で，音源が調査地点に属していない．

なお，聴取録音された音の中には，その音源が現地

音源の中にも背景音源の中にも存在するものがあった

が， これらは共通音源として別に分類した． この分類

に基づいて，音を地域属性の観点より，現地音，背景

音，隣接音，通過音，共通音として定義する．

(5) 音源の聴取頻度

音は時間軸の中で存在する．環境内で常に響いてい

る音があれば， ときどき聞こえるものがあり，特定の

期間内にのみ集中しているものもあり，滅多に聞こえ

ない珍しいものもある． この違いは，音環境を構成す
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る音源の安定性を考慮する上できわめて重要である．

ここでは動物音について，音源の聴取頻度に従って，

以下のとおり分類を行なった．

1. 常聞種：普遍的に聞こえる音源で， ここでは 2

年間の調査期間を通じて大概聞こえたもの，すな

ゎち聴取が 24~36 調査日あったものとした．

2. 多聞種：比較的よく聞こえる音源で，ここでは

聴取が 12~23 調査日あったものとした．

3. 少聞種：ときどき聞こえる音源で， ここでは聴

取が 6~11 調査日あったものとした．

4. 稀聞種：ごくまれに聞こえる音源で，ここでは

1~5 調査日あったものとした．

(6) 音源の年変化

音は，植物群落の遷移や都市化などの環境の変化に

対応して，長期的な時間軸の中で変わりゆく． ここで

は動物音について，音源の交代状況から消失音源と新

出音源とに分類した．ただし，音が聞こえないことと

音源が存在しないこととは同じではないので，とくに

鳥類について，基礎的な鳥類相のデータ（桑原， pers.

comm.) と照らし合わせて，音源がたまたま音を生じ

なかっただけなのか，あるいはまった＜存在しなかっ

たのかを確認した．また，音源の地域属性と聴取頻度

の観点を併せて検討した．

5. 調査地点の比較

近接した 2 地点において，聞こえた音の音源の構成

を比較することによって，それぞれの地点にのみ起因

する音源と両地点に共通な音源とに分けた．これに上

記の 6 つの分類基準を適用し，各音環境に独特な音源

z

△

L
—
ー

20m 

図 1. 生態園内の調査地点とおおよその聴取範
囲：調査地点 A, 舟田池の岸辺； B, 照葉樹林
内；聴取範囲は調査地点を中心に約 100 m まで
であるが, 20m おきに円周を描いてある．

の構成と種類数，ならびに両地点を含むより広い範囲

の音環境の特徴を検討した．

調査地点には，舟田池の岸辺 (A) と照葉樹林の内部

(Bl を選んだ（図 1). A は周囲が開けた開放的な空間

であり，北東側の舟田池からは 2~3 m 陸側に位置

し，南西側の湿原までは 5~6m あった．調査期間中，

岸辺には植栽されたハンノキの幼樹が生育するととも

に，プタクサやセイタカアワダチソウ，アレチマッョ

イグサなどが加わった. 2 年目の春以降は，ハンノキ

に樹高 2m を越えるものが出てきて，視界が悪くなっ

たので調査地点を 6m 程北西側の橋の上に移した. B 

は園路上に位置し，樹高 3~5m に達した復元中のス

ダジイやタプノキが優占する照葉樹林に囲まれてい

た． また，約 10 m 西には高さが 13~14 m の移植林

分（中村ほか， 1994) があった．このように B は林の

閉鎖的な空間内にあったが，その Sm 南東側には青葉

の森公園の芝生とアスファルト舗装の通路などの開放

的な空間が広がっていた．

結果

音環境を聞き取った印象は，舟田池の岸辺と照葉樹

林内とではまったく異なっていた．どちらにおいても

聴取時間帯によって，また聴取期間によって，音が満

ちているときと少ないときとがあったが，水辺の賑や

かさと林内の静けさとの対比は一貫した傾向であっ

た． ここでは，前述の自然の音源の分類基準を適用し

て， 2 つの音環境の構造を個々に検討した．次に， こ

れらの結果から両音環境を比較した．

I. 音源による自然の音の種目

(1) 舟田池の岸辺

調査地点が開放的空間にあるために，風の強さや向
きによって，周囲の音の聞こえ方が変わったり，聴取

および録音自体に一時的な差し障りが出たりした．主

要な自然の音は次のとおりであった．

1. 無機的な音

1-1 地形音：舟田池の岸辺では，風によって池

に生じた波が岸辺の石や土砂にあたって， ヒ
タヒタ，バシャパシャと水音をたてることが

あった．ただし，他に強い音があると，かき

消されがちであった．

2. 有機的な音

2-1 植物音

2-1-1 植物体音：草の種子がバチッとはじけ

る音が，草むらから聞こえることがあっ

た．ただし，このような音はまわりが

騒々しかったり，他に目だつ音が多かっ

たりすると聴取がむずかしく，録音を解

析しても判断がつきかねた．

2-1-2 植物受動音：風が吹くと，草本では丈
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図 2. 生態園において，聴取時間帯ごとに聴取録音された各動物群の音源種類数の季節的変遷， 1991 年 4 月
~1993 年 3 月： A, 舟田池の岸辺における両生類； B, 照葉樹林内における両生類； C, 舟田池の岸辺におけ
る鳥類； D, 照葉樹林内における烏類； E, 舟田池における昆虫類； F, 照葉樹林内における昆虫類．各聴取
時間帯の印については B を参照 I, 明け方； II, 早朝； III, 昼前； IV, 昼下がり； V, 夕方； VI, 夜．

の低いプタクサなどや丈の高いセイタカ

アワダチソウなどの葉や花穂が，木本で

は若いハンノキ（樹高 1~2 m) の葉や

枝が揺れて音を発した．舟田池を取り巻

く落葉広葉樹林からは，林全イ本あるいは
風の進行に伴って樹冠や側面などの部分

より，葉ずれや枝の揺れる音が発生し

た．
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2-2 動物音

2-2-1 動物能動音：付表 1-6 より，音源と

なった動物種は，確定できたものについ

て全部で 77 種あった．無脊椎動物とし

ては昆虫類が 28 種で，その内訳はキリ

ギリス科が 8 種 コオロギ科が 14 種

バッタ科が l 種セミ科が 5 種であっ

た． 脊椎動物としては全 49 種で， その
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内訳は両生類が 3 種鳥類が 44 種哺

乳類はヒトを含めて 2 種であった．

2-2-2 動物副次音：鳥類では，ヵィップリが

水面を走る音，カモ類の池への出入りや

飛翔の際に聞こえる飛翔音，カモ類の水

浴びの音，キジバトの飛翔音が聞かれ

た． この他に甲虫などの飛翔性昆虫の羽

音が聞かれた．また， ヒトが固路を歩く

くときの小砂利の音もあった（付表 1-

6). 

(2) 照葉樹林内

舟田池の岸辺では風が吹き荒れているようなときで

も，林内の調査地点では閉鎖的な空間のために比較的

平穏なことが多かった．主要な自然の音は次のとおり

であった．

1. 無機的な音

1-2 気象音：照葉樹林内で調査開始後に雨が降

りだしたのは，調査期間をとおして 4 回であった

が，植物や地面の上に雨滴が落ちる音は林内では

著しく響いた．また，雨後に枝先や葉先から垂れ

る滴の音も林内には特徴的であった．

2. 有機的な音

2-1 植物音

2-1-1 植物体音：実がはじける音など．

2-1-2 植物受動音：風が林内を抜けると，わ

ずかな風でもスダジイ（菓の長さ約 5

cm) やタプノキ（葉の長さ約 8 cm) な

どの照葉樹の葉が揺れて、カラカラと乾

いた音が出た．また，林床の草本では，

セイタカアワダチソウの枯れた葉やアズ

マネザサの葉などのカサカサと軽い音が

記録された．強風の日には，移植林分の

高い梢が風に吹かれて，大きなざわめき

が記録された．

2-2 動物音

2-2-1 動物能動音：付表 7-12 より，音源と

なった動物種は，確定できたものについ

て全部で 64 種あった．無脊椎動物とし

ては昆虫類が 22 種で，その内訳はキリ

ギリス科が 5 種 コオロギ科が 12 種

バッタ科が l 種，セミ科が 4 種であっ

た． 脊椎動物としては全 42 種で， その

内訳は両生類が l 種鳥類が 39 種，哺

乳類はヒトを含めて 2 種であった．

2-2-2 動物副次音：カモ類が林の上を通過し

てい＜羽音，キジが鳴き声の後にたてる

羽ばたき音， ドバトが通過する際の羽

音，林内を移動するキジバトやヒヨドリ

ゃッグミの飛翔音， タヌキが落ち葉など

を踏んでたてる音，またヒトが園内外で

—284 

歩いたり走ったりしてたてる音があっ

た． この他に甲虫類，なかでもカナプン

類，膜翅目， ミツバチ類， スズメバチ類

などの飛翔性昆虫の羽音が記録された

（付表 7-12).

2. 自然の音源の種類数の変化

(1) 日周的な変化

聴取時間帯によって音源の種類数が違ったものは，

第 l に，日中の風の変化にともなって生じた植物受動

音であった．とくに，照葉樹林の葉は，年間を通じて

風が比較的よく凪ぐ明け方や夕方よりも，昼前や昼下

がりにカラカラと乾いた音をたてた．第 2 には，異な

る日周活動をする動物の音であった．図 2 は舟旧池の

岸辺と照葉樹林内において，動物群ごとに音源の種類

数の季節的な変化を，聴取時問帯別に示した．両地点

において次のような傾向が共通して見られた．両生類

では，聴取された種類数が少ないので，聴取時間帯に

よる種類数の増減は顕著ではなかった．烏類では，調

査地点や季節によらず明け方 (I) から早朝 (II) までが

最も種類数が多く，昼前 (III) から昼下がり (IV) まで

は低く，夕方 (V) に再び回復し，夜 (VI) にはきわめて

少なかった．昆虫類では，概して種類数が夕方から夜

にかけて増1111 したが， 2 年目には夕方から夜の種類数

の最大値が低下して，早朝から昼下がりまでの聴取時

間帯よりも下回ることがあった．なお，セミなどの昆

虫類は昼間に，そしてキリギリス類やコオロギ類は夜

に多かった． ところで，哺乳類では聴取時間帯による

変化はとくになかった．

(2) 季節的な変化

舟田池の岸辺

植物体音では，夏の後半から冬にかけて，草の種子

などがパチッとはじける音が，草むらからよく聞こえ

た． 植物受動音では， 1991 年の春夏にはプタクサな

どの丈の低い草の葉，秋から冬にかけては丈の高いセ

イタカアワダチソウの葉や花穂， 1992 年の春には 1

~2m の高さに成長したハンノキの葉が，風に揺れて

それぞれに独特な音を発生した．動物音については，

全動物群（哺乳類を含む），両生類，鳥類，昆虫類につ

いて，音源の種類数の季節的な変化を，気温と相対湿

度とともに聴取時間帯別に表示した（図 3). 全動物群

では， 6 つの聴取時間帯に共通した変化は見られな

かった．両生類はアマガェル・トウキョウダルマガエ

ル・ウシガエルの 3 種で， 3~7 月に発音があった．た

だし，鳴＜時期と時間に菫なりが少なく（表 l を参照

のこと），種類数の増減がはっきりしなかった．鳥類で

は，明け方・早朝・昼前・タ方に共通な季節的変化

が，年間を通じて見られた．音源の種類数が多かった

のは 10~6 月で，少なかったのは 7~9 月であった．

昆虫類では，聴取は 4~11 月にわたるが，種類数が最
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表 I. 舟 If!池の岸辺と照葉樹林内における動物の音源の種類構成

聴取時間帝型 舟Ill池の岸辺 照菜樹林内

全日型 通年：イヌ (24) カイップリ (23) カモ類の水音 (22)
カルガモ (21) ヒト (21) カモ類の羽音 (20)

春g秋：アマガェル (13; .(_料以は夜が主）
夏： トウキョウダルマガエル (3)
秋： ミツカドコオロギ (6) モリオカメコオロギ (6)

クチキコオロギ (3)

秋冬：ハラオカメコオロギ (9)
ツヅレサセコオロギ (9)
エンマコオロギ (7) 以上 3 種は冬には夜が主

通年：イヌ (24)

春反秋：アマガエル (IO; 以はとくに夜）

秋：ェンマコオロギ (6) ハラオカメコオロギ (6)
モリオカメコオロギ (6) クサヒパリ (6)
ミッカドコオロギ (5) クチキコオロギ (5)

秋冬：カネタタキ (IO; 秋か主．冬は昼以降）
ツヅレサセコオロギ (8) アオマッムシ (7)
前 2 種も秋が主．条は特に夜

冬春：アオジ (14; 秋と以にも少し）マガモ (2)

朝 型 通年：コジュケイ cs; Mには昼も）

夏：イワッパメ (2)
秋：タヌキ (I) ヤプキリ (I)

秋冬：ダイサギ {2)

通年：コジュケイ (5)
春： トラッグミ (1)
,(j;U: ニワトリ (2)

ヵィップリ (I)

秋：ワカケホンセイインコ (I)
クヌキ (I) クマゼミ (I)

冬：ササゴイ (I)

オナガ (I)

昼 型 秋：ヒメギス (I) ツユムシ (I)
秋冬：マダラスズ (2)
冬：キンクロハジロ (I) 冬： ドパトの羽音 (1)

H 中型 通年：八シプトガラス (21) ヒヨドリ (20)
ホオジロ（疫） スズメ (20) ムクドリ (20)
ハシポソカフス (20) ハクセキレイ (19)
コゲラ (18) カワラヒワ (18)
モズ (17; 春夏よりも秋冬によく聞こえた）
力ワセミ (14; 朝が主）

春夏：ヒバリ（］］；秋にも少し）
セッカ (8; 朝が主，秋にも少し）
甲虫などの飛翔音 (7; 夏が主） コチドリ (3)

夏：オオヨシキリ (I; 夕方に聴取されたが，おもに
H 中）

春夏秋：ッパメ (16)
キジパト (12; 咄が主，冬には羽音）
オナガ (8; 冬に少し）

反秋：アプラゼミ (5) ニイニイゼミ (4) ヒグラシ (4)
以上 3 種は 7 月より 1m こえ始めたが， 8-9 月が
主

秋：ミンミンゼミ (4) ツクックホウシ (4)
ショウリョウパッタ (2)

秋冬春：マガモ (15) コガモ (12; 冬春が主）
オナガガモ (4) ワカケホンセイインコ (3)

冬：ホシ八ジロ (3) ハシピロガモ (l; 夕方）
冬春：ッグミ (11; ときには夜も） ジョウピタキ (9)

セグロセキレイ (4) カシラダカ (3)
冬春夏：シジュウカラ (15; 秋にも少し）

キジ (14; 春夏が主）
アカハラ (12; 冬春が主，夏は朝に）
ウグイス (12; 冬を除き昼にはIll! こ又なかった，
秋にも少し） アオジ (12; 夏は朝に）
メジロ (11; 秋にも少し）
エナガ (8; 冬朴が主） ニワトリ (5)

通年：ヒト (21) ヒヨドリ (20) スズメ (20)
ハシプトガラス (20) カワラヒワ (19)
ムクドリ (19) キシバト (18)
モズ (13; 朝が主．夏にやや少ない）
ホオジロ (13) ハヽンポソガラス (12; 削］が主）
9 ヽクセキレイ (I I; 朝が主） コゲラ (9)

豆：カルガモ (2) オオヨシキリ (2)
カモ類の羽音 (I) コアジサン (I) セッ力 (I)

春父秋：ヒパリ (11; 秋には少し） ツバメ (JO; Si_ が主）

以秋：アプラゼミ (6; 7 月より聴取， 8-9 J-j がじ）

秋： ミンミンゼミ (3) ツクックホウシ (3)
マダラスズ (2)

秋冬春：シジュウカラ (IJ; 朝が主．夏にも少し）
メジロ (JO; 冬作が主）

冬春：ジョウビタキ (8) ッグミ (8) 工ナガ (3)
コガモ (3)

冬1~夏：ウグイス (I2) アカハラ (II; 冬春が主）
キジ (9; 春夏が主）

伎 型
秋：カネタタキ (2)

キリギリス (I)
スズムシ (2) カンタン (2)
クサヒパリ (I)

通年：ゴイサギ (4)
秋：アオベズク (I) カンタン (2)

ハヤシノウマオイ (I) カヤキリ (I)
シバスズ (I)

秋冬：セスジツユムシ (3; 秋が主）

夜朝型 春：クビキリギス (2) トラッグミ (I)

反秋：ウシガェル (7)
秋：セスジツユムシ (4) アオマツムシ (3)

ハヤシノウマオイ (2)
秋冬：ゴイサギ (4; 秋かt)

｛辺：クビキリギス (2; ただし春には早朝，反には夜）

秋：ショウリョウバッタ (2)

( ）内は．音源が聴取された聴取時間帯の数である．なお．聴取時間幣1\'! それぞれの最大聴取時間帯数は．全日利が 24,
朝i\'/8, 昼型 8, El 中型 20, 夜型 8, 仮朝型 16 であった．
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表 2. 舟田池の岸辺と照葉樹林内における動物の音源の地域属性

聴取時間帯型 舟田池の岸辺

全日型 現地音源：カイップリ (23) カモ類の水音 (22)
カルガモ (21) カモ類の羽音 (20)
アマガエル (13) ハラオカメコオロギ (9)

ツヅレサセコオロギ (9) エンマコオロギ (7)

ミッカドコオロギ (6)

モリオカメコオロギ (6)

卜ウキョウダルマガェル (3)

クチキコオロギ (3)

隣接音源：イヌ (24)

通過音源：なし

共通音源：ヒト (21)

朝型 現地音源：ダイサギ (2) イワッパメ (2) タヌキ (I)

ャプキリ (I)

隣接音源：なし

通過音源：なし
共通音源：コジュケイ (8)

昼型 現地音源：マダラスズ (2) キンクロハジロ (I)

ヒメギス (I) ツユムシ (I)

隣接音源：なし
通過音源：なし

共通音源：なし

日中型 現地音源：スズメ (20) ハクセキレイ (19) ツバメ (16)

マガモ (15) カワセミ (14) コガモ (12)

アオジ (12) 甲虫などの飛翔音 (7)

オナガガモ (4) ニイニイゼミ (4)

セグロセキレイ (4) *シハジロ (3)

コチドリ (3) カシラダカ (3)

ショウリョウバッタ (2) ハシビロガモ (I)

オオヨシキリ (I)

隣接音源：アカハラ (12) ヒバリ (11) メジロ (11)

セッカ (8) ニワトリ (5)

通過音源：ワカケホンセイインコ (3)

共通音源：ハシプトガラス (21) ヒヨドリ (20)

ホオジロ (20) ムクドリ (20)

ハシポソガラス (20) カワラヒワ (18)

コゲラ (18) モズ (17) シジュウカラ (15)

キジ (14) キジパ卜 (12) ウグイス (12)

ッグミ (II) ジョウピタキ (9) 工ナガ (8)

オナガ (8) アプラゼミ (5) ヒグラシ (4)

ミンミンゼミ (4) ツクックホウシ (4)

照葉樹林内

現地音源：アオジ (14) カネタタキ (I0) 

ツヅレサセコオロギ (8) エンマコオロギ (6)

ハラオカメコオロギ (6)

モリオカメコオロギ (6) クサヒバリ (6)

ミッカドコオロギ (5) クチキコオロギ (5)

隣接音源：イヌ (24)

通過音源：マガモ (2)

共通音源：アマガエル (10) アオマツムシ (7)

現地音源： トラッグミ (I) オナガ (I) タヌキ (I)

クマゼミ (I)

隣接音源：ニワトリ (2) カイップリ (I)

通過音源：ササゴィ (I) ワカケホンセイインコ (I)

共通音源：コジュケイ (5)

現地音源： ドバトの羽音 (I)

隣接音源：なし

通過音源：なし
共通音源：なし

現地音源：キジパト (18) *オジロ (13) アカハラ (II)

シジュウカラ (11) メジロ (10) キジ (9)

コゲラ (9) 工ナガ (3) マダラスズ (2)

隣接音源：ヒバリ (11) コガモ (3) オオヨシキリ (2)

セッ力 (I)

通過音源：ハクセキレイ (II) ツバメ (I0) カルガモ (2)

コアジサシ (I) カモ類の羽音 (I)

共通音源：ヒト (21) ヒヨドリ (20) スズメ (20)

ハシプトガラス (20) カワラヒワ (19)

ムクドリ (19) モズ (13) ウグイス (12)

ハシポソガラス (12) ジョウピタキ (8)

ッグミ (8) アプラゼミ (6) ミンミンゼミ (3)

ックックホウシ (3)

夜型 現地音源：カネタタキ (2) スズムシ (2) キリギリス (I) 現地音源：セスジツユムシ (3) ハヤシノウマオイ (I)
クサヒバリ (1)

隣接音源：カンタン (2)

通過音源：なし
共通音源：なし

夜朝型 現地音源：ウシガェル (7) セスジツユムシ (4)
ハヤシノウマオイ (2) クビキリギス (2)

隣接音源：アオマッムシ (3) トラッグミ (1)

通過音源：なし

共通音源：ゴイサギ (4)

カヤキリ (1) シバスズ (I)

隣接音源：カンタン (2) アオバズク (I)

通過音源：ゴイサギ (4)

共通音源：なし

現地音源：ショウリョウバッタ (2) クピキリギス (2)

隣接音源：なし

通過音源：なし
共通音源：なし

( ）内は，音源が聴取された聴取時間帯の数である．なお，聴取時間帯型それぞれの蚊大聴取時間帯数は，全日型が 24,

朝型 8, 昼型 8, 日中型 20, 夜型 8, 夜朝型 16 であった．

—286-



生態園における池岸と照葉樹林内の音環境

も多かったのは 8~10 月であったなお，哺乳類は年

間を通じて聴取されたが，明確な季節的変化がなかっ
た．

照葉樹林内

植物体音では，おもに 11~2 月に実生などのはじけ

る音が聞かれた．植物受動音では， 1991 年 10 月から
1992 年春先にかけてセイタカアワダチソウの枯れ葉

が音をたて， 1992 年 12 月 ~1993 年 4 月にアズマネ

ザサの葉の音が記録された．動物音については，舟田

池の場合と同様に，音源の種類数の季節的な変化を，

気温と相対湿度とともに聴取時間帯別に表示した（図

4). 全動物群では， 6 つの聴取時間帯に共通した傾向

は見られなかった．両生類はアマガェル l 種であった

が，本種がよ＜鳴く夜については主として 5~7 月に

聴取された．鳥類では，明け方，早朝，昼前に共通な

季節的変化が，年間を通じて見られた．種類数が多
かったのは 10~6 月で，少なかったのは 7~9 月で

あった．ただし，聴取時間帯によってこの増減の幅に

違いがあり，聴取時間帯が早いほど最大種類数が多

く，増減差も大きかった．昆虫類では，聴取期間は 4

~12 月に及んだが，音源の種類数は明け方から夕方

までの聴取時間帯では 9~10 月が多く，夜は 8~11

月が多かった．なお，哺乳類は年間を通じて聴取され

たが，明確な季節的変化はなかった．

3. 音源の種類構成の時間的・季節的変化

動物の音源は，それぞれに独特な発音の時間帯が見

られた．まず，聴取時間帯については，全日型 (I から

VI)• 朝型（主として I と II) ・昼型（主として III と

IV) ・日中型 (I から V). 夜型（主として V と VI)•

夜朝型（夜から朝 V, VI, I, II) の 6 つの聴取時間帯型

にタイプ分けされた．次に，聴取期間に応じて，通年

型・春型・春夏型・夏型・春夏秋型・夏秋型・秋型・

秋冬型· 冬型・秋冬春型・冬春型・冬春夏型などの聴

取期間型にタイプ分けされた．表 l には，聴取時間帯

型に分類された音源を，さらに聴取期間型別に分け

て，各音源を聴取された聴取時間帯の総数（括弧内）

の多い順番に並べた． これによると，同じ聴取時間帯

型の音源でも異なる聴取期間型に属している状況があ

り，その音源の種類構成は時間と季節により多様に変

化していることがわかった．

(1) 舟田池の岸辺

各聴取時間帯型を構成する音源の種類数（％）は，全

日型 14 種 (18.0), 朝型 5 種 (6.4), 昼型 4 種 (5.1), 日

中型 43 種 (55.1), 夜型 5 種 (6.4), 夜朝型 7 種 (9.0) で

あった． これから，舟田池の岸辺の音環境を構成する

全音源 78 種類のうち，約 2 割が明け方から夜まで 1

日中聞かれ，半数以上が夜を除く日中にのみ聞かれ，

夜にのみ聞かれるのは 2 割に満たなかった．

同様に聴取期間型については，通年型 18 種 (23.1),

春型 2 種 (2.6), 春夏型 4 種 (5.1), 春夏秋型 4 種 (5.1),

夏型 3(3.8) 種，夏秋型 4 種 (5.1), 秋型 18 種 (23.1), 秋
冬型 6 種 (7.8), 秋冬春型 4 種 (5.1), 冬型 3 種 (3.8),

冬春型 4 種 (5.1), 冬春夏型 8 種 (10.3) であった．これ

から，舟田池の岸辺の音環境を構成する全音源のう

ち， 4 分の 1 弱が l 年中聞かれ，特に秋型は他を抜い

て多かっ t-

(2) 照葉樹林内

各聴取時間帯型を構成する音源の種類数（％）は，全
日型 13 種 (20.3), 朝型 9 種 (14.1), 昼型 l 種 (1.6), 日

中型 32 種 (50.0), 夜型 7 種 (10.9), 夜朝型 2 種 (3.1)

であった．これから，照葉樹林内の音環境を構成する

全音源 64 種類のうち， 2 割が明け方から夜まで 1 日

中聞かれ，半数が夜を除く日中にのみ聞かれ，夜にの

み聞かれるのは 1 割強であることがわかった．

同様に聴取期間型については，通年型 15 種 (23.4),

春型 2 種 (3.1), 春夏型 2 種 (3.1), 春夏秋型 3 種 (4.7),

夏型 5 種 (7.8), 夏秋型 l 種 (1.6), 秋型 19 種 (29.7),

秋冬型 4 種 (6.3), 秋冬春型 2 種 (3.1), 冬型 2 種 (3.1),

冬春型 6 種 (9.4), 冬春夏型 3 種 (4.7) であった． これ

から，照葉樹林内の音環境を構成する全音源のうち，

4 分の 1 弱が l 年中聞かれ，特に秋型がとくに多かっ

た．

4. 音源の地域属性

舟田池の岸辺では，池や湿原に由来する現地音が中

心であるが，現地を取り囲む成熟した雑木林（ア），草

刈や土木工事によりたびたび攪乱される造成地（イ），

庭などの緑地がある住宅地（ウ），主要幹線道路や工場

地帯の広がる市街地（工）などから，多様で異質な背

景音が混入した．また，照葉樹林内では， このタイプ

の林に由来する現地音のほかに，隣の都市公園のアス

ファルト舗装の園路・開放的な芝生・噴水庭園（オ），

ススキ草地（力）などから聞こえる多様で異質な背景

音に加えて，舟田池の岸辺の場合と同じ周辺環境（イ，

ウ，エ）からの共通な背景音が存在した．

(1) 舟田池の岸辺

無機的な音として記録された岸辺を打つ水の音は，

現地音源であった．

有機的な音では，植物音の多くが現地音源として生

じたものであった．ただし，風は環境内を均ーに吹く

わけではないから，調査地点で風が穏やかなときに，

周辺環境では非常に強く吹＜こともあった． このよう

なときには，背景音源として生じた植物受動音が顕著

になった．すなわち，水辺の草やハンノキなどが現地

音源となり，池を取りまく落葉広葉樹林は背景音源に

化した．

動物音については，各聴取時間帯型に分類された音

源を，さらに地域属性に分けて示した（表 2). 地域属

性ごとの種類数合計（％）は，現地音源が 45 種 (57.7),
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隣接音源が 9 種 (11.5), 通過音源が l 種 (1.3), 共通音

源が 23 種 (29.5) であった． これによると，現地音源
が過半数を占め，隣接地域から聞こえてきたものは約
1 割，通過音源は非常に少なく，隣接地域との共通音

源は 3 割弱であった．

(2) 照葉樹林内

無機的な音として記録された雨に由来する音は，現

地音源であった．
有機的な音では，植物音の多くが現地音源として生

じたものであった．また，植物受動音は現地音源とし

て最も顕著であったが，周囲が開けた環境であること

から，背景音源にはなかった．

動物音については，各聴取時間帯型に分類された音

源を地域属性に分けて示した（表 2). 地域属性ごとの

種類数合計（％）は， 現地音源が 29 種 (45.3), 隣接音

源が 9 種 (14.1), 通過音源が 9 種 (14.1), 共通音源が

17 種 (26.5) であった．これによると，現地音源は半分

弱を占め，隣接音源と通過音源はともに 1 割強，さら

に共通音源が約 4 分の 1 であった．

5. 音源の聴取頻度

表 3 に，動物音について聴取頻度による音源の分類

を示した．また，常聞種・多聞種· 少聞種・稀聞種に

ついて，動物群別の種類数を示したなお，羽音など

のように音源が特定できないものについては分けて示

してある．

(1) 舟田池の岸辺

舟田池の岸辺では，常聞種と多間種を合わせると，

音源の総種類数の 22.7% を占めた．常聞種はすべて

地域に定着していた．多聞種はすべて鳥類で， 4 種が

冬鳥のほかは留烏であった．少聞種は， 4 種が春から

夏に聴取された両生類 2 種と夏鳥 2 種で， 4 種が夏か

ら秋に成虫化して発音活動を行なうコオロギ類，さら

に 2 種が秋から冬に渡来する冬鳥であって，残りの 9

種が留鳥であった．稀聞種は， 4 種が春から夏に聴取

された両生類 l 種と夏鳥 3 種で， 5 種が夏のセミ類，

16 種が夏から秋のコオロギ類，さらに 7 種が秋から

冬の冬鳥であって，残りの 6 種は留鳥 5 種と生態園に

定着したタヌキであった．

(2) 照葉樹林内

照菜樹林内では，常聞種と多聞種を合わせると，音

源の総種類数の 20.3% を占めた．常聞種はすべて地域

に定着していた．多聞種は 1 種が冬鳥のほかは留鳥で

あった．少聞種は， 1 種が春から夏に聴取された両生

類で， 5 種が夏から秋のコオロギ類， さらに 3 種が秋

から冬の冬烏であって，残りの 7 種が留鳥であった．

稀聞種は， 5 種が春から夏に聴取された夏鳥で， 4 種

が夏のセミ類， 12 種が夏から秋のコオロギ類，さらに

2 種が秋から冬の冬鳥であって，残りの 11 種は留鳥

10 種とタヌキであった．

以上より，常聞種は，調査地に定住しているものの

うち，季節に関係なく音声活動を常に行なっているも

のであった．多聞種は，モズのように地域にほとんど

定住しているが限られた季節に音声活動を集中させる

ものや，ッグミのように渡来に季節的な片寄りがあり

ながら滞在中には音声活動をよくするものであった．

少聞種や稀聞種は， ゴイサギやコジュケイなどのよう

に，地域に定住していながら音声活動や飛来がきわめ

て限られたものや，渡り鳥のように明らかに滞在が短

期間のもの，また毘虫類のように成虫化して発音する

期間が季節的なものであった．

6. 音源の年変化

動物の音源の種類は 2 年問の調査期間中に変化し

た． ここに， l 年目に聴取されたが 2 年目には聞こえ

なかった音源（消失）と l 年目には聴取されなかった

が 2 年目には聞こえた音源（新出）を提示する．音源

となった動物が，消失後あるいは新出前に調査地点に

ほとんど棲息していなかった場合は●，消失後あるい

は新出前にも調査地点に棲息していた場合は◎，隣接

地から聞こえてきたものは〇，通過するときに聞こえ

た場合は△とした．消失後あるいは新出前の棲息の確

認ができなかった場合は X とした．

(1) 舟田池の岸辺

消失：トウキョウダルマガエル● ・ホシハジロ

• • オナガガモ◎ ・キンクロハジロ◎ ・ワ

カケホンセイインコ△ ・イワツバメ● ・ト

ラッグミ◎ • ハヤシノウマオイ X ・ヒメギ

ス X ・クビキリギス X• ツユムシ X ・セス

ジツユムシ X ・クチキコオロギ X• マダラ

スズ X ・クサヒバリ X ・カネタタキ X

（全 16 種：●2, • 4, • 1, X9) 

新出：ダイサギ◎ • ハシビロガモ◎ ・オオヨシキ

リ◎ ・タヌキ◎ ・キリギリス X

（全 5 種：◎4, X 1) 

以上より，舟田池の岸辺では，棲息していたが音を

出さなかった種類が，消失と新出を合わせて 8 種あっ

た．また，コオロギやキリギリスの仲間については，

鳴き声による以外に棲息の確認がむずかしかったが，

その後 1993 年 4 月以降確認されたものが多かった．

年変化としては， トウキョウダルマガェルが音声と姿

の両方について 1991 年の記録にて最後になった． ィ

ワツバメは，その後も稀れに聴取されていた．

以上により，照葉樹林内では，隣接地や通過中の鳥

類が消失したり新出したりするのが目だった．年変化

としてはクマゼミがあるが， これは本種の東限を越え

ての記録である．植裁時に土とともに生態園に運ばれ

てきたものと推察される．

(2) 照葉樹林内

消失：ヵィップリ O· ササゴイ△ • マガモ△．
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表 3. 舟田池の岸辺と照菜樹林内における動物の音源の聴取頻度による分類

聴取頻度
による分類

常聞種

舟田池の岸辺

ヵィップリ ヒヨドリ ホオジロ スズメ ハ

シポソガラス ハシプトガラス イヌ ヒト

（烏類 6 種哺乳類 2 種全 8 種）

照菓樹林内

ヒヨドリ スズメ

ムクドリ ハヽンプトガラス ヒト

（鳥類 4 種・哺乳類 l 種，全 5 種）

多聞種 マガモカルガモコガモハクセキレイ キジバト モズメジロ ホオジロ アオジ
モズッグミ アオジ カワラヒワ ムクドリ カワラヒワ ハシボソガラス イヌ

（鳥類 9 種，全 9 種）
他にカモ類の水音

少聞種 アマガェル ウシガェル ゴイサギ
コジュケイ キジ キジバト カワセミ

コゲラ ヒバリ ツバメ ジョウビタキ

ァヵハラ ウグイス セッカ シジュウカラ

エンマコオロギ ミッカドコオロギ

ハラオカメコオロギ ツヅレサセコオロギ

（両生類 2 種鳥類 13 種，昆虫類 4 種全 19
種）他に，カモ類の羽音

稀聞種 トウキョウダルマガエル ダイサギ

ハシビロガモ オナガガモ ホシハジロ

キンクロハジロ ニワトリ コチドリ

ワカケホンセイインコ イワツバメ

セグロセキレイ トラッグミ オオヨシキリ

エナガメジロ カシラダカ オナガ

タヌキの動作ハヤシノウマオイ ヤプキリ

キリギリス ヒメギス クビキリギス

ツユムシ セスジツユムシ

モリオカメコオロギ クチキコオロギ

マダラスズ クサヒバリ カネタタキ
アオマッムシ スズムシ カンタン

ショウリョウバッタ アプラゼミ

ミンミンゼミ ニイニイゼミ ヒグラシ

ックックホウシ

（両生類 l 種，鳥類 16 種哺乳類］種昆虫類
21 種全 39 種）
他に，甲虫の羽音• その他の比虫類の羽音

セッカ〇· マダラスズ X ・シバスズ X•

ショウリョウバッタ X• ツクックホウシ◎

（全 8 種：◎1, 02, • 2, X3) 

新出：コアジサシ〇・ワカケホンセイ△ ・トラッ

グミ◎ ・オオヨシキリ〇・クマゼミ●

（全 5 種：●1, • 1, 02. • 1) 

7. 舟田池の岸辺と照葉樹林内の比較

(1) 音源による自然の音の種目

音源による自然の音の種目の中には，舟田池の岸辺

（鳥類 7 種哺乳類 l 種全 8 種）
他に，その他の昆虫の羽音

アマガェル コジュケイ キジ コゲラ

ヒバリ ハクセキレイ ジョウビタキ

アカハラ ッグミ ウグイス シジュウカラ

セスジツユムシ ェンマコオロギ

ハラオカメコオロギ ツヅレサセコオロギ

カネタタキ

（両生類 l 種，烏類 10 種昆虫類 5 種，全 16
種）

ヵィップリ ゴイサギササゴイ マガモ

カルガモ コガモ ニワトリ コアジサシ

ドバトの羽音 ワカケホンセイインコ

アオバズク ツバメ トラッグミ

オオヨシキリ セッカ エナガオナガ

タヌキの動作 ハヤシノウマオイ

クビキリギス カヤキリ ミッカドコオロギ

モリオカメコオロギ クチキコオロギ

マダラスズ 、ンバスズ クサヒバリ

アオマッムシ カンタン ショウリョウバッタ

クマゼミ アプラゼミ ミンミンゼミ

ックックホウシ カナプンの羽音

ミツバチの羽音

（烏類 17 種哺乳類 1 種昆虫類 18 種，全 36

種）
他に，カモ類の羽音・甲虫の羽音・膜翅類の羽
音• スズメバチの仲間の羽音

と照葉樹林内とにおける基本的な環境の構造の違いを

反映するものがあった．第 l に，地形音である水音は

池岸に特有であり，気象音としての雨音は林内に特徴

的であった． これらの無機的な音は，通常の穏やかな

天候条件ではきわめて微弱であるか非定常的であるけ

れども，両地点で対照的であった．第 2 に，水辺と照

葉樹林では，それぞれに特有な植物があり，その植生

構造も異なるので，植物音は一般にささやかな音であ

るが，両地点では質的にも量的にも相違した．第 3

に，水上と陸上とでは動物の行動様式が異なる．動物
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音の中でも動物副次音は，環境内にある水，地面，空
間．植生などの基質に直接働きかけて発生する音なの
で，両地点の間には明らかな違いがみられた．最後に，

水上や林内に限って棲息するような動物が観察された
が，これらの動物能動音はそれぞれの地点に特有で

あった．

(2) 自然の音源の種類数の変化

自然の音源の種類数の季節的な変化は， 1 日の間の

時間帯によって異なっていた．とくに．鳥類では．両

地点の季節的な変化のパターンに違いが見られた．舟

田池の岸辺では．明け方から夕方までの明るい時間帯

と，夜の暗い時間帯との間で二極化した．照葉樹林内

では．明け方から早朝，昼から夕方，そして夜という

ように段階的な変化があった．

両地点では，ともに夏に音源の種類数が減少する傾

向があった．池岸では昼下がりと夜を除く全時間帯で

明らかであったが，林内では明け方から昼前までが明

確なほかは．午後から夜についてはっきりしなかっ

た．

(3) 音源の種類構成の時間的・季節的変化

聴取時間帯型と聴取期間型との組み合わせごとに，

動物の音源の種類構成を比べると，舟田池の岸辺と照

葉樹林内とでは共通点や相違点がみられた．

各地点に固有な音源の種類構成

各地点に固有な音源の種類構成には，聴取時間帯型

と聴取期間型の組み合わせ自体がどちらかの地点に固

有である場合と，同じ組み合わせであっても種類構成

に違いがある場合とが含まれた．前者としては，たと

えば舟田池の岸辺の全日型・夏型（トウキョウダルマ

ガェル）や照葉樹林内の全日型・冬春型（アオジ• マ

ガモ）であった．後者としては，日中型・通年型のよ

うに，両地点に共通する種類が 10 種あるけれども，

舟田池の岸辺ではカワセミが，照葉樹林内ではヒトと

キジバトが加わって両地点の違いが作り出される場合

と，日中型・秋冬春型のように．まったく異なる音源

の種類構成の場合とがあった．以上のような音源の種

類構成のあり方は，池岸と林内における音環境の構造

の違いとして注目され，音源の種類構成が時間や季節

ばかりではなく地点も特定した． これらの構成音源の

中には，池岸あるいは照葉樹林内の音環境を特定する

ような音源が含まれていると推察された．

両地点に共通して聞かれる音源

両地点に共通する音源は 57 種類があったが，聴取

時間帯型も聴取期間型もたがいに共通な音源は 29 種

であった．すなわち，全日型では，通年型のイヌ，春

夏秋型のアマガェル，秋型のミッカドコオロギ・モリ

才カメコオロギ・クチキコオロギ，秋冬型のツヅレサ

セコオロギであった．朝型では，通年型のコジュケイ

と秋型のタヌキ，また日中型では，通年型のハシプト

ガラス・ヒヨドリ・ホオジロ・スズメ・ムクドリ• ハ

シボソガラス• ハクセキレイ••コゲラ・カワラヒワ・

モズ，夏型のオオヨシキリ，春夏秋型のツバメ，夏秋
型のアプラゼミ，秋型のミンミンゼミとックックホウ

シ，冬春型のジョウビタキ，冬春夏型のキジ• アカハ

ラ・ウグイス，さらに夜型のカンタンが該当した． こ

れらは，舟田池の岸辺と照葉樹林内を含む地域一帯の

音環境の構造に関わる構成音源として注目される．

残りの 28 種類は，同じ種類の音源が両地点の間で

時間的に，あるいは季節的に，または時間的にも季節

的にも，部分的またはかなりの割合に董なりあって聴

取された．第 l に，聴取時間帯型も聴取期間型も異な

る音源が 13 種類あったが，鳥類が 8 種（カイップ

リ・ゴイサギ• マガモ・カルガモ・ワカケホンセイイ

ンコ• アオジ・オナガ）とカモ類の羽音， さらに昆虫
類が 4 種（セスジツユムシ• マダラスズ・カネタタ

キ• アオマツムシ）含まれていた．第 2 に，聴取時間

帯型が共通でも聴取期間型が異なる音源は 10 種類

あって，鳥類が 7 種（コガモ・キジバト・ヒバリ．

セッカ・エナガ・シジュウカラ・メジロ）と昆虫類が

3 種（クビキリギス・エンマコオロギ・ハラオカメコ

オロギ）であった．第 3 に，聴取期間型が同じでも聴

取時間帯型が異なる音源は 5 種類あって，鳥類が l 種

（トラッグミ），哺乳類が l 種（ヒト）．および昆虫類が

3 種（ハヤシノウマオイ・クサヒバリ・ショウリョウ

バッタ）であった．

以上の中の聴取時間帯に重なりのある 18 種類につ

いて，両地点の比較を行なうと，鳥類では舟田池の岸

辺の方が照葉樹林内よりも夜や昼の時間帯を含めたよ

り長い時間帯にわたって聴取される傾向があった．毘

虫類ではキリギリス類が舟田池の岸辺で夜ばかりでな

＜朝も聴取されたのに対して，照葉樹林内ではコオロ

ギ類が夜ばかりでなく全日聴取された．また，聴取期

間に重なりのある 23 種類について，両地点の比較を

行なうと，鳥類では舟田池の岸辺の方が照葉樹林内よ

りも長い期間にわたって聴取される傾向があった． と

＜に，前者では繁殖期の春夏を通して聴取される鳥類

が 12 種あり， かろうじて 4 種の後者を大幅に上回っ

ていた．昆虫類ではキリギリス類が舟田池の岸辺より

も照葉樹林内の方で遅くまで聴取された． コオロギ類

については舟田池の岸辺では地上性のものがより遅く

まで聞こえていたのに対して，照葉樹林内では樹上性

のものがかなり寒くなるまで聴取された． ヒトは両地

点において通年めだつ音源であったが，住宅地に面し

た池岸においては全日聞こえたが，夜には人気のない

公園側の林内では日中にのみ聴取された．

(4) 音源の地域属性

舟田池の岸辺と照葉樹林内とにおいて，音の地域属

性から各音環境の構造を比較するにあたって，最も中

心的な構成要素となるものは現地に存在する音源で

あった． これには，現地音源と共通音源が該当する．
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無機的な音については，現地音源は舟Ill池の岸辺で
は岸に寄せる波の音のようにささやかな音として，ま
た照菓樹林内では雨の滴が地上や植生にあたる音のよ

うに断続的な音として，両地点の音環境に異なる特色
を付与していた．

有機的な音の中で，植物体音はきわめて静かな現地
音でありながら，両地点の植生の違いを反映する可能

性を否定できなかったほかに，植物受動音は風による
影響が両地点においてきわめて異なることを示した．

さらに，動物音は両地点の音環境の違いをより明確な

ものとした．聴取時間帯ごとに現地音源の構成を比較

すると，まず第 l に，現地の環境の特性によって棲息

条件が比較的限定される種類が含まれていた．すなわ

ち，舟田池の岸辺では，カイップリ・ダイサギ• マガ

モやカルガモなどのカモ類・コチドリ・カワセミ• ハ

クセキレイのような鳥類や， トウキョウダルマガェル

やウシガエルのような両生類が，池や湿原の環境に適

応している種類として，現地音源の大部分を構成し
た．照葉樹林内では．キジ・キジバト・コゲラ・トラ

ッグミ• アカハラ・エナガ・シジュウカラ・メジロ・

ホオジロ• アオジ・オナガのような森林性の鳥類が現

地音源の大半を占めた．第 2 に，移動性が低く棲息範

囲も狭い昆虫類は，現地音源として両地点にて聴取さ

れた．すなわち，エンマコオロギ・ミッカドコオロ

ギ・ハラオカメコオロギ・モリオカメコオロギ・ツヅ

レサセコオロギ・クチキコオロギなどのコオロギ類と

クビキリギリスなどのキリギリス類が該当した． さら

に，聴取時間帯型を越えて両地点の現地音源を比較し

ても同様な傾向があった．

さて，共通音源については，同じ聴取時間帯型につ

いて両地点を比較すると，鳥類についても昆虫類につ

いても移動性の高い種類か，現地の環境の特性によっ

て棲息条件があまり狭く限定されない種類が含まれ

た．すなわち， コジュケイ・ヒヨドリ・モズ・ジョウ

ビタキ・ッグミ・ウグイス・カワラヒワ・ムクドリ・

ハシボソガラス• ハシプトガラスなどの鳥類と昆虫類

の中でもアプラゼミ・ミンミンゼミ・ックックホウシ

などのセミ類であった．

なお．背景音源の中の隣接音源については，両地点

に共通して隣接する造成地よりヒバリ・セッカ・カン

タンが聴取され，住宅地からはイヌが聞こえた．また，

通過音源については，池岸では少なかったものの林内

では比較的多かったが， これには舟田池の岸辺の方向

へ飛行中の鳥類，すなわちゴイサギ• ササゴイ• マガ

モ・カルガモ・コアジサシ・ハクセキレイ• ツバメな

どであった．以上のように，背景音源は， ril,j地点の地

域内での相互的な位閥関係をある程度示す要索とし

て，取り上げることができた．

(5) 音源の聴取頻度

舟田池の岸辺と照葉樹林内とにおいて，聴取に季節
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的な片寄りのない常聞種は，音源全体の 1 割前後を占

めた．両地点に共通な常聞種は， ヒヨドリ• スズメ・
ハシプトガラス・ヒトの 4 種類であった．舟田池の岸

辺では， この他に水辺の鳥としてカイップリが特有で

あった． さらに， ホオジロ・ハヽンボソガラス・イヌも

常聞種に人ったが，照菓樹林内では多聞種であった．
同様に，照菓樹林内では常聞種のムクドリが，舟lfl池

の岸辺では多聞種であった． このように常聞種の構成
は，両地点においてわずかに異なるものの，現地およ

びその周辺地域に広くまた常時に分布する音源の中

の，比較的限定された種類範囲内に含まれていた．

多聞種は季節的に片寄りを見せる比較的よく聞こえ

る音源で，音源全1本の約 1 割が該当した．両地点に共

通する常聞種は，秋によく嗚＜モズ，冬鳥のアオジ，

秋と春先に音声活動が減少するカワラヒワの 3 種で

あった．舟田池の岸辺では， この他に水辺の烏として

留鳥のカルガモと冬鳥のマガモ，またカモ類の水音が

加わった． さらに水辺に多いハクセキレイと開放的な

環境に多いッグミも舟田池の岸辺の多聞種であった

が，照葉樹林内では通過の際に聞こえる少聞種に人っ

た．照葉樹林内ではメジロや昆虫の羽音が季節的に特

有な多聞種で， この他に森林性のキジバトが該当した

が， これらは舟田池の岸辺では少聞種に人った． この

ように多聞種は，両地点の環境の違いを反映するよう

な音源から構成されていた．

音源全体の約 4 分の 1 を占める少聞種は，きわめて

季節的な片寄りのある音源としてときどき聞こえた．

両地点に共通する種類として，両生類ではアマガエ

ル，鳥類ではコジュケイ・キジ・コゲラ・ヒバリ．

ジョウビタキ• アカハラ・ウグイス・シジュウカラな

ど 8 種，昆虫類ではエンマコオロギ・ハラオカメコオ

ロギ・ツヅレサセコオロギなど 3 種があった．舟田池

の岸辺では， この他に水辺の生きものとしてウシガエ

ルとカワセミが特有な少聞種で， ゴイサギ・ツバメ・

セッカ・ミッカドコオロギも }JDわったが， これらは照

葉樹林内では稀聞種に入った．照葉樹林内では，セス

ジツユム、ンやカネタタキが少聞種として特有であっ

た．

聴取頻度はきわめて低いが，全体の音源の半数以上

を占めた稀聞種について両地点を比較すると，共通な

種類は 19 種類にも及んだ． この他にそれぞれの地点

に特有な稀聞種があった．すなわち，舟田池の岸辺で

はトウキョウダルマガェル・ダイサギ・オナガガモ・

キンクロハジロ・コチドリ・セグロセキレイなどの水

辺にかかわりのある生物の他に，多くの昆虫類を含め

て 15 種にのぼる稀聞種が特有であった． また， 照葉

樹林内では，通過中もしくは隣接地から聞こえてきた

ササゴィ・コアジサシ• アオバスクと現地に響く昆虫

類を含めた 9 種が特有な稀聞種であった．このように

舟田池の岸辺の方が照菓樹林内よりも特有な稀聞種の
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数が多かった．

両地点において，常聞種と多聞種については，鳥類
の貢献があきらかであったが，少聞種と稀I計］種では昆

虫類が多かった．

(6) 音源の年変化

舟田池の岸辺と照葉樹林内とに共通するような梢失

音源はなかった．淵査当初には消失音源の中に棲息が
確認されないものが多かったが，後に確認されたの

で，舟Ill池の岸辺の方が照葉樹林内におけるよりも潜
在的な音源の大きな減少があったわけではない． しか

し， トウキョウダルマガェルの消失とイワツバメの激

減は，舟田池の岸辺の音環境の変化として注目され

た．

新出音源については，前年には棲息が確認されな

かったオオヨシキリが，両地点においてともに聞こえ

たことは璽要な変化であった．また，照葉樹林内のク

マゼミの突然の出現と消失も注目された．

考察

1. 音源の構成様式の分類基準の評価

本研究では，聴取録音された音を 6 つの分類基準に

よって検討し，異なる環境における自然の音の比較を

通じて，音環境の構造の解明を試みた．では，この方

法は自然の音源の構成様式の解明にどれほど有効であ

ろうか．

(1) 音源による自然の音の種目

生態園のように／乱辺が都市化されている地域では，

自然がより盟かな純農村地域と比べて，音源の数が比

較的少ないが (Oba, 1994a), それでも自然の音の種類

と範囲は大きい．調査者の音の識別力はもとより，参

考とする録音や文献などの生物音響資料の整備が必要

であるが，現状ではどの地域についても十分なものは

ないから，音の同定は簡単ではない．また，中には同

定しにくい音もある（調査方法 3 参照）．ここでは，同

定の難しさを補う方法として，自然の音を音源の性質

によって分類する方法を採用した． これにより，舟HI

池の岸辺と照菓樹林内とのそれぞれの音環境を構成す

る音の概要が，客観的に明らかになった自然の音の

分類は，音環境の科学的な研究手順の第 l 段階である

から， この方法によって音源の種類数および構成をめ

ぐる比較研究を今後進めてい＜ことは有益である．

(2) 自然の音源の種類数の変化

本研究では，動物能動音を中心に動物群ごとの音源

の種類数に着目して， l 日の間の時間帯による変化

と， 2 年間の中での季節的変化を調ぺた．動物群の単

位には両生類，鳥類，ほ乳類，昆虫類を選び，とくに

生活史の多様な昆虫類については，さらに細かな分類

群としてキリギリス類・コオロギ類・バッタ類・セミ

類などに分けた． この方法は大まかな傾向を見るため

には有効であった．ただし，同じ動物群に属していて

も生活型や季節咽がwなる場合は，注意が必要であ

る．すなわち．烏類のように留鳥ばかりでなく．夏烏
や冬烏また迷鳥などの存在を考慮しなければならな

い場合や．換羽など生狸的な要因や繁殖行動が発占活

動に影響する場合が該当する． このような周期的な変
動や予想できかねる変化が，音環境の構造にいかに影

響するかをモニターするには．音源の種類数を数える

だけでは不—卜分であった． これについては，聴取時間
帯や聴取期間ごとの音源の種類構成に着目する必要が

ある．

(3) 音源の種類構成の時間的・季節的変化

本研究では，動物音に関して音源の種類構成の時間

的・季節的変化を，聴取時間帯型ごとに聴取期間1)'!を

タイプ分けする方法によって検討した． これによる

と，ある特定の聴取時間帯型でも，聴取期間型が,,,]一

だったり異なったりする糸fl合わせから，音源の多様な

存在様式が叫らかになった． これはまた音源のそれぞ

れが短期的，および長期的な周期の中で， どのような

位置を具体的に占めているのかを明らかにし．音源1廿l

の相互関係を知る上で有効であった．

ただし，音源の種類構成の時間的・季節的変化は，

時間軸上における音源間の相互関係であるから．時間

枠の設定が問題である．まず．時間帯による変化では．

明け方から夜の間の 6 つの時間帯を採用したが，音環

境の日変化の総合的な把握には＋分であった． しか

し，調査の,~, 的や渦杏遂行」：の諸制限により， これら

すべてを対象にしないこともあり得る．動物音に限れ

ば，明け方・早朝・昼前・夜の 4 時間帯を考應するこ

とが望ましい． これは明 1ナガと早朝が鳥類の発音行動

が顕著に行なわれる時間帯であり，昼前にはセミなど

の昆虫類．そして夜にはr,t,i生類やキリギリス類やコオ

ロギ類などの昆虫へと．主要な音源が罹き換わってい

＜ことによる．ただし，動物の種類によっては， これ

ら以外の時間術を利川するものがあることに留意す

る．また，日）吉］変化の完全な調査には．今回は対象に

しなかった深夜 (23: 00~02: 00) も人れるべきであ

る． とくに，渡りの時期には多くの鳥が夜間飛翔中に

地鳴きを発して通過する． さえずりと違って地鳴きの

同定は難しく，北米の渡り蔦については特殊な自動/,i]

定記録装置が開発されているが (Wuethrich, 1994), 

日本の烏に関してはまだ整備されていない． しかも，

深夜の調査は音源の視認による同定がほとんどイ道］能

な場合が多いので，聴取能）］が問われる．

次に，季節的変化の調社）副期も適当な頻度である必

要がある．本研究では， I 年目はほとんど月 2 回で

あったが， 2 年目には月 1 回に調査頻度を減らした．

音環境の印象は経験的にはほぼ 2 週間単位で変わる

ように思われ，たしかに）l 2 回の調杏によって季節的
変化にかかわるより細かなデータが集まった． しか

し，最低月］阿の調代に限ることによって，典利的な
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変化を卜分に把握できた．

(4) 音源の地域属性

音は伝播するかぎり減衰するまで聴取される．ま
た，性能のよいマイクロホンであれば，かなり辿＜か

らの音も録音されてしまう．今[111 の，翡代では，聴取と

録音という 2 つの方法を同時にとることによって，音
源の位償関係に配應することができた．すなわち，第

l に現地音源か背景音源かの区別，第 2 には背景·音;1;;(

について隣接音源か通過音源かの区別，第 3 には現地

音源と背景音源の両方に属する共通音源の確認であ

る． これらの手Ill月によって，特定の環培に直接根づ＜

音であるのか，巽なる環境に起囚する爵であるのか，

または周辺ー帯の環境に共通な音であるのかを見分け

ることができた．音源の地域属性は， 将の ij1 に存在す

る階/\叶構造として，個々の音環境の特性を探ったり，

より広範囲な音環境内の位置づけを行なったりするた

めに ift要である．

(5) 音源の聴取頻度

本研究では， 2 年間に 36 調査 II という設定で，動物

の音源の聴取頻度を 4 ランクに分けた． これによる

と，音源の時間的な安定性と不安定性に関して，聴取

頻度には 2 つの要素が絡むことが示された．第 l に，

附原となる動物の地域への定着性であって， これには

完全な定住から一時的な通過までの間に，さまざまな

長さの滞在型があり得る．第 2 に，音由活動の安定性

であって， これにも年間継続して起こるものと， きわ

めて短期に集中するものとがあり得る．この 2 つの観

ヽ点は，動物の音が長い時間軸上にどのように存在する

かを評価するにあたって重要であるが，動物の在・不

在を聴取だけによって確認することができないから，

視状ではこれらを分けて解折することができない．そ

こで，聴取頻度は，音源の種類構成の時間的・季節的

変化や，地域属性と組み合わせて適川することが少な

くとも必要である．常聞種は音環境の J,屈調をつくるも

のとして，また多聞柿や少聞種の中で季節的な聴取を

特徴とするものについては，季節の指標として取扱う

ことができる．なお，稀聞種については聴取頻度がき

わめて低いことから，環境の指標としてただちには利

ILL しがたいけれども，音環境の構成要索として無視で

きるものではない．たとえば， トウキョウダルマガエ

ル・サギ類・カモ類のように水辺の環境保全の状態と

深く l及lわる音源があることに照らしてみると，稀1廿l種

が環境の指標として項要な鍵となることは十分ありえ

る． ここに，聴取頻度によるランクが俊先度をiれに忍

味するものではないこと，また自然の,~·の存在様式」:

の頃要な点がある．すなわち，音による環境の指椋が，

,,,. 態系の生物学的な多様性研究の一つのアプローチと

なり得ることが示唆される (Oba, 1994a). 

(6) 音源の年比較

梢失音源や新出音源による分類J枢準が，長期にわた

る変化や沢なる音屎境の経年比較を行なう）」法として

適当であるかどうかは， 2 年間という短い期間の変化

だけで判断することはできない． しかし，両地、1はにお

いて， il'l失音源も新出音iJJ;[ もすべて稀掛l種であったこ

とから，行源の年比較は，音環境の構造変化の般初の

徴候を探るにあたって甫要であると思われる．たとえ

ば，通過音源からの不規l!IJ な音声は，聴取録音がイ袖確

実にならざるをえないが， もしそれが現地音源または

隣接音源として聴取頻度が増1111するような伯向があれ
ば， これは音環境の経年変化としてとらえてい＜こと

ができるであろう．

2. 音環境の比較

舟田池のiじ辺の音環境と照菜樹林内の音環境とを比
較するために，今回の研究で得られた重要点として，

自然の音f閑境の区分，音源の構成様式，音が伝幡する

空間から考察する．

(1) 自然の音環境の区分

音環境の比較!i)f究にあたって，音環境の一般的な区

分はいかにして得られるだろうか．舟田池の岸辺と照

葉樹林内の 2 地点において，それぞれの音環境を構成

するさまざまな音とこれが密く空間構造は，水辺の音

環境ならびに林の音環境として，直観的に対比され

る． しかし，音環境の区分の実際は簡単ではない．

多くの場合に環境はイ出均ーであって，聴取音が多様

であるばかりか，現地の地域性や環境の特徴との関わ

りのない音が背景音として混人する．そこで， 音環境

の区分には，直接な環境にかかわる要囚に -i'i'l-1 するこ

とが合罪的である．すなわち，現地音源として分類さ

れる無機的な音と有機的な音が該当する． また，現地

の地形や気象や植生が創り上げる空間も屯要である．

これらによれば，舟Ill池の岸辺の音環境は水辺の音環

境として区分することができる．また，照菜樹林内の

音環境は，林内の音環境としての性格を，林の成長と

ともに次第に強めているといえる．

ところで，今回のように，凋介地点がたがいに約 200

m しかはなれていない場合，多くの共通音源が観察さ

れうる． これらには移動））はないがどちらにも現地音

源として分布している音源と，移動力があるので両地

点にまたがることができる音源がある． このような共

通音源は，個々の地点の音環培の区分よりも，広範囲

な地域に展開する音環境の総体の中で，当該地の音環

境を位附づけるために碩庄である．

(2) 音源の構成様式

地域属性と聴取頻度の意義

音源の構成様式の比較にあたって，調査地点で1廿l こ

える音を無差別に取り扱うと，各地点の環境に由米す

るものと，それを取りまく).~]辺ー帯の環境に由米する

ものとが複合されてしまう． たとえば， 2 年間に聴取

された動物の音源の総種類数は，舟田池の印辺の方が

—293-



大庭照代

表 4. 舟田池の岸辺と照葉樹林内における動物の音源の構成様式

常聞種 多聞種 少聞種 稀聞種 合~,-

2>1 
6>3 10>9 28> 16 46>29 

現地音源 (1) 
(3) (1) (12) (17) 

l>O 
O>l 

3>1 4<7 8<9 
隣接音源 (0) (-1) (2) (-3) (-1) 

O=O 
O=O 

O<l 1<8 1<9 
通過音源 (0) 

(0) (~]) （ー 7) （ー 8)

共通音源
4<5 4>3 7>5 7>4 22> 17 
(~1) (1) (2) (3) (5) 

小 計
7>6 10>7 20> 16 40>35 77>64 
(1) (3) (4) (5) (13) 

動物の音源の種類数を，舟田池の岸辺（左の数字）と照葉樹林内（右の数字）とで比較した． ）内は両地
点の間の差である．

照葉樹林内よりも 13 種上回り，動物群別の差の内訳

は両生類が 2 種，鳥類が 5 種，昆虫類は 6 種であっ

た．また．舟田池の岸辺でのみ聴取された音源が 21

種で，照葉樹林内でのみ聴取されたものは 6 種であっ

た．これによると，音源の種類に関して池岸の方が林

内よりも多く．また調査地点に特有な種類も池岸の方

が多かった．音源の総種類数も特有な音源の種類数も

多い音環境は．少ない音環境よりも複雑で多様に見え

る．

しかし．問題は構成音源の地域属性と聴取頻度であ

る．表 4 に，対象の音源を現地とのかかわりの有無

ゃ．聴取頻度の度合いによって見直した．現地音源総

数は． 林内よりも池岸において 17 種多かったが． こ

れは多聞種と．とくに稀聞種における顕著な差に基づ

いていた．隣接音源総数については，池岸と林内とで

ほとんど変わらなかった．通過音源総数については林

内の方が 8 種多く，ほとんど稀聞種であり， しかも水

辺の鳥の範躊に含まれていたことから，池に移動する

途中で林の上を通過した水烏とみなされた．池岸でも

森林性の鳥が通過することはあったが，これは池岸に

おいても現地音源であった．共通音源総数は．林内よ

りも池岸において 5 種多かったが，常聞種を除くすベ

ての聴取頻度において池岸が林内を上回っていたこと

による．このように現地音よりも背景音が多い場合

や，稀聞種や少聞種ばかりが多い場合は．特定の音環

境の音源の構成様式における固有さや安定性に欠け

る． 音源の総種類数は生物学的多様性評価のための l

つの定量的な尺度であるが，地域属性と聴取頻度から

検討する必要がある．

鳥類の貢献

鳥類の音源に見られた時間帯と季節による種類数変

化の違いは，音環境の時間的・季節的変化において．

鳥類がもたらす影響を示唆する．また，常聞種や多1廿l

種のほとんどが鳥類であったことも，鳥類が調査地点

の音環境の構造に大きく関わっていることを示唆して

しヽる．

(3) 音が伝幡する空間

音環境を比較するにあたって，調査地点の地形や植

生による構造は，音が伝幡する空間として重要であ

る．舟田池の岸辺は水面を斜面林と復元中の湿原など

に囲まれた窪地状の開放的空間であり．照葉樹林内は

樹木および林床植物が高い密度に繁る閉鎖的な空間で

ある．一般的に．林内は開放的な場所に比べて9月波数

の高い音は減衰しやすく (Morton, 1975; Chappius, 

1971), とくに地面の近くでは 1-2 kHz 付近が最も効

率よく伝わる (Marten and Marler, 1977; Marten 

et al., 1977). 照葉樹林内は舟田池の岸辺に比べて相対

湿度がやや高い傾向があったが，通常相対湿度が高い

と吸収による減衰は弱まる．ただし，観察された湿度

差はわずかなものであるため，音の減衰に明かな差沢

があったとは考えにくい．

植生の表面や落菓堆積物などの柔らかな地表構造は
音の吸収・反射・分散・屈折を起こすため，減衰や音

響的特徴の変成が起こる (Wiley and Richards, 

1982). 北米温帯の落菜広葉樹林（葉の長さ 3~5 cm, 

地上 10 m の高さ）では，葉による減衰が 2-11 kHz, 

幹や枝による減衰も 1-2 kHz 以上で起こる (Marten 

and Marler, 1977). 現在調査地点の照葉樹林は樹高

がまだなお低いので，北米林との比較はできない． し

かし，常緑広葉樹のため菓の大部分は約 5~8cm の

長さを 1 年中保つので，北米の林よりも年間を通じて

減衰が大きい可能性がある．

柔らかな地表や植生などの表面に生じる風のひずみ

や，地面や林の樹冠付近の温度勾配によって大気が撹
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乱されると，開放的な場所であるかどうかにかかわら

ず， 1 一2 kHz 以上の音は減衰する (Wiley and Richｭ
ards, 1982). 舟田池の開けた水面や岸辺の上での音の

伝播は，多少の風でも不安定になる．照葉樹林内では，

林縁および樹冠といった植生構造によって風速が多少
落ちるとはいえ，攪乱による減衰をまった＜免れるわ
けではない． しかし，風がないかぎりにおいて，水面

はアスファルトの固い地面に匹敵する境界抵抗を持つ

ので (Embleton et al., 1976), 舟田池の上は 1 kHz 以

下の低音から高音までよく通ると考えられる (Wiley

and Richards, 1982). また，水面上の緩やかな温度勾

配は音の遮蔽域を形成しないため，舟田池およびその

岸辺では音が水平方向によく伝わる．

樹木の薬や枝，またその他の植物は，音を吸収・散
乱するばかりでなく，風で揺り動かされることによ

り，新たな音源となる．たとえばサラサラと聞こえる

音は広範囲の周波数を含み，とくに 5-6 kHz が強調

されたビンク雑音である (Misawa, 1993). 生態園で

録音聴取される動物のうち，両生類や鳥類は概ね 1-

10 kHz で，鳴＜虫の仲間では 2ー3 kHz 以上から人間

の可聴域の上限約 20 kHz を越える超音波域で嗚＜．

一般に，低音は高音をマスクしやすいが，高音は低音

をマスクしにくい（吉田・亀田， 1980). 風の日の照

葉樹林による植物受動音は，そのレベルにもよるが，

キジバトやウグイスなどの低い声はそのままに， ヒヨ

ドリやメジロや鳴＜虫の高い声を中心に動物音をマス

クして，その聴取を低下させることが十分考えられ

る．
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付表 生態I点lにおいて記録された動物の音諒

照代

Sound Environment of the Pond 
Shore and Laurel Wood in the 
Ecology Park (1991. 4-1993. 3): 
the Study of Natural Sound 
Source Composition and 
Examination of the 
Methodology 

Teruyo Oba 

Natural History Museum and Institute. Chiba 

955-2 Aoba-cho. Chuo-ku, Chiba 260 Japan 

The present study regards the natural sound 
environment as one of the fields of landscape ecolｭ

ogy. It attempted to construct a part of the basic 
methodology based on the natural sounds heard 

and recorded in the Ecology Park, Chiba, Japan. 

The field work was carried out at two locations of 

different types of environment, a pond shore and 

laurel wood, mothly or bimonthly from April 1991 
to March 1993. On each day, the following six time 

spans were used to monitor sounds: dawn, early 

morning, late morning, early afternoon, early eveｭ

ning, and night. Characteristics of the sound enviｭ

ronment were analysed using the following modes: 

categories of sound according to sound sources, 

numbers of sound sources in daily and seasonal 
cycle, composition of sound sources, locality of 

sound souces, hearing frequency of sound sources 

and year-to-year comparison of sound source comｭ

position. The result showed that the pond shore 

displayed the sound environment by the water, 

and that the laurel wood underwent changing 

phases of woodland sound environment as plants 
grew. They not only differed in the structure of 

space for acoustic transmission but also consisted 
of unique sound source comoposition. The pond 

shore offered more diverse sound sources than the 

laurel wood. The methods applied in the present 

study were effective to study the structure and 

transition of sound environment. 

ti=. 態園において，明け方 (I), 早朝 (II), 昼前 (III), 昼下がり (IV), 夕方 (V), 夜 (VI) の聴取時間帯ごとに，聴

取・録音された動物音のリストを，舟Ill池の岸辺と照葉樹林内について示した．調査時間中に一度でも聴取また

は録音された音源は「l」として表記してある． また， 確定できなかったが音源として推定される種類は「O」
として網掛けを施してある．全 36 調代日中部分的にしか調査ができなかった日にも網掛けしてある．未確定

の種類を除き，名音源種の聴取・録音 11 数合計を般右列に示した．
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付表 1. 'F. 態l点l舟田池の岸辺において記録された動物の音源： I, 明け方

| 297 1 

91 91 91 9.t 91 .91 91 92 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 緯 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 

4 5 6 $ 7 1 7 8 8 9 9 10 10 11 ,, 12 12 1 1 2 f 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
和名 学名 21 19 2 2~ 14 公 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 1~23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 15 計

爾....犠....議. ................. . ..... ·心...... ・...ｷ .. , .. ,ｷ .. , .. Cｷ.. ｷ.ｷ. 
., ... , II ｷｷｷ 翌. ·況： /: < ：答: ,ｷ.ｷI:..' ii. ,: i 喜言ふ +•. 資：.•• ,. ,:,::; ．．．怠{·-·?·•. 

アマガェル Hy/a japonica 1 1 2 

卜ウキョウダルマガェル Rana brevipoda 1 1 

ウシガェル Rana catesbeina 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 

” . 1: 
... I .. : I' I ,. .ｷ I 

力イツブリ Podiceps ruficol/is 1 1 1 , 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 33 
ヵィップリの走る水音 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

::r イサギ Nycticorax nycticorax 1 1 2 

ダイサギ Egretta alba 1 1 

マガモ Anas plaryrhynchos 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1E 

カルガモ Anas po釦ilorhyncha , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15 

ハシピロガモ Anas clypeata 

゜コガモ Anas crecca 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 1 1 1 1 14 

オナガガモ Anas strepera 1 1 

ホシハジロ Aythya ferina 

゜キンクロハジロ Aythya tuligula 9 
゜カモ類の羽音 1 1 1 1 1 1 1 7 

カモ類の水音 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15 

コジュケイ Bambusico/a rhoracica 1 1 1 1 1 1 , , 8 

二ワトリ Gallus gal/us var. domesticus 1 1 1 3 

キジ Phasianus colchicus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

コチドリ Charadrius dubius 

゜キジハト Streptopelia orientalis 1 1 1 1 1 1 6 

キジパトの羽音 1 1 

ワカケホンセイインコ Psittacula krameri manillensis 1 1 

力ワセミ Alcsdo atthis 1 1 1 1 1 1 1 , , , 1( 
コゲラ Dendrocopos kizuki 1 1 1 1 , 1 1 1 8 

ヒパリ Alauda arvensis 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

ッパメ Hirundo rustica 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

イワッパメ Delichan urbica 1 1 

ハクセキレイ Motacilla alba 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17 

セグロセキレイ Moracil/a grandis 1 1 
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付表 1. 生態園舟田池の岸辺において記録された動物の音源： I, IIJ-J け方

| 298 1 

91 91 91 91 91 91 91 92 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 

4 5 6 El 7 7 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 , 2 t 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
和名 学名 21 19 2 2~ 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 I9 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 15 計

ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 31 

モス9 Lamus bucephalus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 20 

ジョウピクキ Phoenicurus auroreus 1 1 1 1 4 

トラッグミ Turdus dauma 

゜アカハラ Turdus chrysolaus 1 , 1 1 1 1 1 1 1 , 
ッグミ Turdus naumanni 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 

ウグイス Cettia diphone 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

オオヨシキリ Acrocephafus arundinaceus 

゜セッカ C,sticola 1uncidis 1 1 2 

エナガ Aegitha/os caudatus 1 1 1 1 4 

シジュウカラ Parus major 1 1 1 1 1 5 

メジロ Zostsrops japonica 1 1 2 

ホオジロ Emberiza cioides 1 1 1 1 , , 1 1 1 , , , , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 25 

カシラダカ Emberiza rustica 

゜アオジ EmbBriza spodoCBphala , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17 

力ワラヒワ Cardue/is sinica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 14 
スス‘メ Passer montanus 1 1 1 , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , , , , 1 1 1 1 27 
ムクドリ Syurnus cineraceus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1, 

オナガ Cyanopica cyana 1 1 

ハシホソガラス Corvus corone 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2ヽi

ハシプトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
, , 1 1 1 2E 

鴫乳類
イヌ Cams familiaris , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 22 

クヌキの動作 Nycrereures procyonoides 1 1 

ヒトの音声 Homo sapiens 1 1 1 1 4 

ヒトの動作 1 1 2 

毘虫類
.. 

キリギリス科

ハヤシノウマオイ Hexacentrus Japonicus 

゜ヤブキリ Tettigonia orientalis-complex 

゜キリギリス Gampsoclets buergeri 

゜

. 
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付表 I. 生態I点l舟m池の岸辺において記録された動物の音源： I, 明け方

| 299 1 

91 91 91~ 91 .~ ...~.. . . • 

97 1 .. i釘•. 2 ....... f . ... .. . . . 1 .. 91 92 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 緊 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 9< 
4 5 6 6 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 , 2 

.9 •• 襄.~...... . 22 3 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
和名 学名 21 19 

2.蕊•·••••••• •• • 
14 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 1E It 

ヒメギス Metrioptera hime 

゜クピキリギス Euconocepha/us thunbergi 

゜カヤキリ Pceudorhynchus japonicus 

゜ツユムシ Phaneroptera falcata 

゜ ゜セスジツユムシ Duceria japan/ca 1 1 

コオロギ科

エンマコオロギ Teleogry//us emma 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

ミッカドコオロギ Loxoblemmus doenitzi 1 1 1 1 4 

ハラオカメコオロギ Loxob/emmus arietu/us 1 1 1 1 1 1 6 

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sp. 1 1 1 1 1 5 

ツヅレサセコオロギ Ve/arifictorus micado 1 1 1 1 1 5 

クチキコオロギ Duolandrevus coulonianus 1 1 2 

マダラスズ Pteronemobius nlgrofasciatus 

゜
0 9 ti ·~ j) 

゜ヒメスス’ Ptのronemobius nigrescens 

゜クサヒ／ゞリ Paratrlgonidium striatum 

゜キンヒバリ Anaxipha pal/idu/a 

゜カネタタキ Ornebius kanetataki 

゜アオマッムシ Calyptotrypus hibinonis 1 1 2 

スズムシ Homoegryl/us japonicus 

゜カンタン Oecanthus longicauda 

゜パッタ科

ショウリョウバック Acrida tu"ita 

゜セミ科

アプラゼミ Graptopsaltra nigrofuscata 

゜ミンミンゼミ 〇ncotympan a macu/atico I/is 

゜ニイニイゼミ Platyp/eura kaempferi 1 1 

ヒグラシ Tanna nlgrofuscata 1 1 2 

ックックホウシ Meimuna opalifera 

゜
甲虫の羽音

゜その他の毘虫の羽音 1 1 2 

随取種数合計 （昆虫の羽音を除く） 20 13 19 171 12 11 13 15 15 17 13 15 15 16 15 17 15 17 17 15 13 17 14 16 7 12 11 16 19 18 21 15 18 504 
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付表 2. 生態I点l舟田池の庁辺において叫録された動物の将i/J;(: II, 早朝

300ーl
91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 滋 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 

4 5 8 6 7 1 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 , 2 i 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

和名 学名 21 19 3 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 jg 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 1: 計

両棲類
~: 

" 
~ ~ ~ 

アマガェル Hy/a japonica 1 1 2 

卜ウキョウダルマガェル Rana brev,poda 

゜ウシガェル Rana caresbeina 1 1 1 1 1 1 1 7 

鳥

ヵィッフリ Podiceps rutico/11s 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 32 
力イツプリの走る水音 , 1 1 1 1 , 1 1 8 

ゴイサギ Nycucorax nycticorax 

゜ダイサギ Egretta alba 1 1 2 

マガモ Anas plaryrhynchos 1 1 1 1 , , 1 1 1 , 
カルガモ Anas poeci/orhyncha 1 1 , , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15 

ハシピロガモ Anas cly畑ata

゜コガモ Anas crecca 1 1 , 1 1 1 1 1 1 , 
オナガガモ Anas strepera 1 , 2 

ホシハシロ Aythya lerina 1 1 

キンクロハジロ Aythya fuflgu/a 

゜カモ類の羽音 1 1 , 1 4 

カモ類の水音 , 1 1 1 , 1 1 1 1 , 
コシュケイ Bambus1co/a thorac,ca 1 1 2 

二ワトリ Gallus gal/us var. domest,cus 1 1 

キシ Phas,anus colchicus 1 1 1 1 1 1 6 

コチトリ Charadnus dub,us 1 0 , 2 

キジパ卜 Streptopelia orientalis 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
キジパトの羽音

゜ワカケホンセイインコ Psillacula krameri mani/lensis 

゜力ワセミ Alcedo aah1s 1 , 1 , , 1 1 7 

コゲフ Dendrocopos kizuki 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

ヒハリ Alauda arvensis 1 1 1 , 1 1 1 1 , , 1 11 

ツ 1 ゞメ Hirundo rusr,ca 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

イワッパメ Oe/ichon u巾,ca

゜ハクセキレイ Motac1lla alba 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 14 
セグロセキレイ Motac,/la grand,s 1 

, 
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付表 2. 'I: 態l点l舟ILi池のw辺において記録された動物の躍I;(: II, 1, 埠＇·朝

ー301-
91 91 釘 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 

~ 鉛~ 
92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 

4 5 6 6 7 7 7 8 8 9 9 ,。 10 11 11 12 12 1 1 2 * 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
和名 学名 21 19 3 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 穎 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 1! Kt 

ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 31 

モズ Lanius bucepha/us 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1( 

ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 1 1 1 1 1 1 6 

トラッグミ Turdus dauma C 

アカハラ Turdus chryso/aus 1 1 1 1 4 

ッグミ Turdus naumanni 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 12 

ウグイス Cettia diphone 1 1 1 , 1 1 6 

オオヨシキリ Acrocepha/us arundinaceus 

゜セッカ Cisrico/a 1uncidis 1 1 1 1 4 

エナガ Aegitha/os caudatus 1 1 1 1 4 

シジュウカラ Parus major 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
メシロ Zosterops Japonica 1 

゜
1 1 3 

ホオシロ Emberlza cloides , 1 1 1 1 , , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1i 

カシラダ力 Emberiza rustica 1 1 2 

アオシ' Emberiza spodocepha/a 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , , 1E 
力ワラヒワ Carduelis sinica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 1 1 1 1 1 1 1 1 1E 

スス＇メ Passer montanus 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 31 
ムクト＇リ Sy urnus cmeraceus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 

オナガ Cyanopica cyana 1 1 1 1 4 

ハシ＊ソガラス Corvus corone 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 1 1 19 
ハシフトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , , 2C 
鴫乳類 :~ ~ ~ ~ ~ ,. :''" ' .. 1ｷ:': 
イヌ Canis lamiliaris 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19 

クヌキの動作 Nyctereutes procyonoides 

゜ヒトの音声 Homo sapiens 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

ヒトの動作 1 1 1 1 1 1 , 1 8 

罠虫頗
.. 

..' i1,. I• 
~ ~ 

?' i i.¥, 

キリギリス科

ハヤシノウマオイ Hexacentrus japonicus 1 1 

ヤフキリ Tettigoma orientalis-complex C 

キリギリス Gampsocleis buerger, 

゜
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付表 2. 生態l点l舟田池の岸辺において記録された動物の音源： II, 早朝

ー3021 
91 91 釘 91 91 G1 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 戟 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 

4 5 G 6 7 7 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 ,? 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

和名 学名 21 19 3 23 14 .21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 15 計

ヒメギス Metrioptera hime 

゜クビキリギス Euconocephalus thun畑rgi 1 1 

カヤキリ Pceudorhynchus Japonicus a 

ツユムシ Phaneroprera falcata 

゜セスシツユムシ Ducet,a Japonica 1 1 2 

コオロギ科

エンマコオロキ・ T e/eogryl/us emma 1 1 1 1 1 1 6 

ミッカドコオロギ Loxoblemmus doenitzi 1 1 1 1 1 1 , 7 

ハラオカメコオロギ Loxoblemmus arietu/us d 1 1 1 1 1 1 1 7 

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sp. 1 1 2 

ツヅレサセコオロギ Ve/an/1ctorus micado 1 1 1 1 1 1 6 

クチキコオロギ Duo/andrevus coulonianus 

゜ ゜マダラスス‘ Pteronemobius nigro/asciatus 0 -0 0 

゜
() 0 

゜
0 0 

゜ヒメスス． Pteoronemobius nigrescens 

゜クサヒハリ Paratrigonidium striatum 

゜キンヒパリ Anaxipha pallidu/a 

゜カネタタキ Ornebius kanetatak, 

゜アオマッムシ Calyptotrypus hibinonis 

゜ススムシ Homoegryllus Japonicus 

゜カンタン Oecanthus longicauda 

゜パッタ科

ショウリョウハック Acrida turrita 1 1 

セミ科

アプラゼミ Graptopsaltra nigro/uscata 1 1 

ミンミンゼミ Oncotympan a macu/atico I/is 1 1 

ニイニイゼミ Platypleura kaemp/er, 

゜ヒグラシ Tonna nigro/uscata 1 1 

ックックホウシ Meimuna opalifera 1 1 2 

甲虫の羽音

゜その他の毘虫の羽音 1 1 2 

騎取種数合計 （昆虫の羽音を除く） 18 16 16 12 12 14 15 11 17 15 15 13 11 10 15 11 11 17 12 13 19 15 20 14 15 11 16 17 12 15 15 11 1, 469 
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付表 3. 生態園舟田池の岸辺において記録された動物の音源： III, 昼前

| 303 1 

91 
9s 1 .. J:.約. ..ｷ.2 .ｷ.. •. l . .. . . ~ 91 91 ~1 91 91 91 91 

.. 約.~" 1... .~ ..~ 0 .~ .. ~ ~~ .. 91 91 91 91 1 92 92 92 如.:... , .. —··1......2 • . .... ｷ9 ..... . . . . 292 3 2 -

92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93124.絹．•.．.滋•8.··•．•.．...•. .ｷｷ. • .. ..•3 .•ャ.．..•.·袋. . • .. ———— 
ト―

••• ·.蕊•• ? , •. • 4 6 7 7 8 8 9 9 10 11 11 12 12 1 1 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 

和名 学名 21 19 23 14 21 19 25 4 22 20 10 24 15 23 15 26 16 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 計
—- '/ 

.ｷ.ｷ,.ｷ .. ｷ : I : ,.. ......直......a..且..,...,....·.·.ｷ......ｷ. .. .....ｷｷ.. ....ｷ.. ...・··.; ...ｷ.... . ...ｷ..ｷ .. • .. ......... .... . . } /  ' : .·..•: . I •• I •• :: ｷ"  
, ..... > ·•·• I ｷ.,,, ..... 
"' ,." ., .. 

アマガエル Hy/a Japonica 1 1 1 1 1 5 

卜ウキョウダルマガェル Rana brevlpoda 1 1 

ウシガェル Rana catesbeina 1 1 

鳥...讃..~: . ) . ' :;;~ ~ ~ ~ 

・'·,/:
.. , .. /. ... , 

I I ｷ... ,. :: . tｷｷ I :~ ｷ. . I I . ,. 
力イツブリ Podiceps ruticol/is 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 29 

力イツブリの走る水音 1 1 , 1 1 1 1 7 

ゴイサギ Nycricorax nycricorax 

゜ダイサギ Egretta alba 

゜マガモ Anas platyrhynchos 1 1 1 1 1 1 1 7 

カルガモ Anas poeci/orhyncha 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , , 13 

ハシピロガモ Anas clypeata 

゜コガモ Anas crecca 1 1 1 1 1 1 1 7 

オナガガモ Anas strepera 

゜ホシハジロ Aythya ferina 1 1 2 

キンクロハシ’口 Aythya fuligu/a 1 1 

カモ類の羽音 1 1 1 1 1 1 6 

カモ類の水音 1 1 , , 1 1 1 1 8 

コジュケイ Bambusico/a thoracica 1 1 1 3 

二ワトリ Gallus gal/us var. domesticus 1 1 

キジ Phasianus colchicus 1 1 , , , 
5 

コチドリ Charadrius dubius ~· ゜キジバト Streptope/ia orientalis 1 1 1 1 4 

キジバトの羽音 1 1 2 

ワカケホンセイインコ Psittacu/a krameri manillensis 

゜力ワセミ A/cedo atthis 1 1 1 1 4 

コゲラ Dendrocopos kizuki 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
ヒパリ Alauda arvensis 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

ツバメ Hirundo rustica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
イワツバメ Delichon urbica 1 1 

ハクセキレイ Motaci//a alba 1 1 1 1 1 1 1 1 , 1 1 1 12 

セグロセキレイ Motacil/a grandis 1 1 
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付表 3. 生態l点l舟LIi池の岸辺において記録された動物の音源： III, 昼前

| 304ー
L-- — 

91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 1 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 '-
—— 

4 5 6 6 7 7 1 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 
, 10 11 12 11 ~ 3 I 

—-· 16 .. 19 和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 14 1s 計

ヒヨトリ Hypsipetes amaurotis 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 30 

モス Lanius bucephalus 1 1 1 1 1 1 6 

ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 1 1 1 3 

トラッグミ Turdus dauma 

゜アカハラ T urdus chrysolaus 1 1 1 1 1 5 

ッグミ Tuばus naumanni 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 12 

ウグイス Cettia diphone 1 1 2 

オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus ゜セッカ Cisticola 1uncidis 1 1 1 1 1 1 6 

エナガ Aeg1tha/os caudatus ゜シジュウカラ Parus ma1or 1 1 1 1 1 1 , 1 1 , 
メジロ Zosterops japomca 1 , , 1 4 

ホオジロ Emberiza c1oides 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 

カシラダカ Emberiza rusuca 

゜アオシ Emberiza spodocepha/a 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 

力ワラヒワ Cardue/is simca 1 1 , , 1 , 1 1 , , , 1 1 , , 15 

ススメ Passer montanus 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 , , , 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 26 

ムクトリ Syurnus cineraceus 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

オナカ Cyanopica cyana 1 1 

ハシホ＇ノガラス Corvus corone 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 

ハシプトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 1 1 , , , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 20 

疇見類
一―

ー・

イヌ Canis familiaris 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 20 

タヌキの動作 Nyctereutes procyono1des 

゜ヒトの音声 トーHomo sap1ens 三 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 23 
ー・ ・ 一一一

ヒトの動作 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
毘虫類

キリギリス科
- - -- -ｷ 

ハヤシノウマオイ Hexacentrus japomcus 

゜ヤフキリ T ett,goma orientalis-complex , 
゜キリギリス Gampsocleis buergeri ! 0 0 

゜
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付表 3. 1 じ態WIJirlll池の/.is辺において，記録された動物の音源： III, A輝i

_| 305 1 

91 91 111 91 91 91 91 91 91 91 91 1,1 91 91 91 91 1 92 92 92 卯 92 92 92 92 92 [_!)_2 92 92 92 92 92 92 93 92 3.切...a . . ... .. ―――—―-――_--1ニ―二＿ 10 10 4 5 6 6 7 7 1 8 8 , , 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 り竺 ' 1 
和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 14 is It 

ヒメギス Mernoprera hime 1 1 

クピキリギス Euconocepha/us thunberg, C 

カヤキリ Pceudorhynchus Japomcus 

゜ツユムシ Phaneroptera fa/cata 1 1 

セスシ＾ツユムシ Ducetla 1apon,ca 

゜コオロギ科
I - • —- ' ' 

_, 
ヒ— ' -- . -

エンマコオロギ Teleogryllus emma 1 1 1 1 4 

ミッカトコオロギ Loxoblemmus doenirz, 1 1 1 1 1 5 

ハラオカメコオロギ Loxoblemmus anerutus 1 1 1 1 1 1 0 6 

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sp. , , 1 1 

゜
4 

ツヅレサセコオロギ Ve/anfictorus m,cado 1 , 1 1 1 5 

クチキコオロギ Duotandrevus coulonianus 1 0 

゜
1 

マダラスス． Pteronemobius n,gro/asc,atus 0 0 1 1 2 

ヒメスス Pteoronemob,us mgrescens C 

クサヒ/\リ Paratrigomdium stnatum 

゜キンヒハリ Anax,pha pa///dula 

゜カネタタキ Ornebius kanetatak, 

゜アオマッムシ Catyptotrypus hibmonis 

゜ススムシ Homoegry/lus Japon,cus 

゜カンタン Oecanthus long,cauda 

゜ハッタ科

ショウリョウハソタ Acnda rurrira 1 1 1 1 4 

~セ-ミ- 科 - ----- -- - - , • 'I--

アプラゼミ Graptopsaltra nigrofuscata 1 1 1 3 

ミンミンゼミ Oncotympan a maculauco I/is 1 1 1 3 

—ィ—ィセミ Platypleura kaemp/er, 1 1 

ヒグラシ Tanna nigroluscata 

゜ックックホウシ Me,muna opaldera 1 1 2 

甲虫の羽音

゜その他の昆虫の羽音 1 1 1 1 4 

聴取種数合計 （昆虫の羽音を除く） 16 20 15 9 10 9 12 18 18 14 17 9 15 13 9 10 10 16 14 14 15 16 13 9 11 13 11 18 13 13 3 403 
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付表 4. 生態園舟田池の岸辺において記録された動物の音源： IV, 昼下がり

| 306 1 

91 91 釘 91 91 91 9i 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 ~ 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 
93 悶.~ ..~ • ..00 .~ ...~ ... ~ . . ~ 

4 5 6- 6 7 7 7 a 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2: 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 ~· ·.~ ｷｷｷ 
和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 }4 20 10 24 15 23 15 26 16 1.t 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 ·を4•. 狂計

爾模類 " .. •<: ... ~ ~ .ｷ,.ｷ 
_ 

. ｷ, 

アマガエル Hy/a japon,ca 1 1 1 1 4 

卜ウキョウダルマガェル Rana brevipoda ゜ウシガエル Rana catesbeina ゜
蔦類........... . .. .. 

~ ~ i:ｷ: /: ~ ~ ~ I F .··.• 
~ ~ 

.. 

ヵィップリ Pod1ceps ruflco/lis 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
, , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2! 

ヵィップリの走る水音 1 1 1 1 , 1 1 7 

ゴイサギ Nycticorax nycticorax ゜ダイサギ Egretta alba ゜マガモ Anas p/aryrhynchos 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

カルガモ Anas poeci/orhyncha 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

ハシピロガモ Anas clypeata ゜コガモ Anas crecca 1 1 1 , 1 1 6 

オナガガモ Anas strepera ゜ホシハジロ Aythya ferina 1 1 

キンクロハジロ Aythya tuligu/a C 

カモ類の羽音 1 1 1 1 4 

カモの水音 1 1 1 1 1 1 6 

コジュケイ Bambusico/a thoracica ゜二ワトリ Gallus gal/us var. domesticus ゜キジ Phasianus colch1cus 1 1 1 1 1 1 6 

コチドリ Charadrius dubws ゜キジパ卜 Streptopelia orientalis 1 1 1 1 4 

キジパトの羽音 1 1 2 

ワカケホンセイインコ Psmacuta krameri maniffensis ゜力ワセミ Alcedo atthis 1 1 2 

コゲフ Dendrocopos k1zuk1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1( 

ヒパリ Alauda arvensis 1 1 1 1 1 1 6 

ッパメ H,rundo rust1ca 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
, 

イワッパメ Deltchon urb1ca 

゜ハクセキレイ Motacilla alba 1 1 , , '1  1 1 1 1 1 1 1 13 

セグロセキレイ Motacil/a grand1s 1 1 

汁
商

完：

~ 



付表 4. 'I: 態I点IJitl 11池の岸辺において，記録された動物の将源： IV, 屁卜がり

91 91 9t 91 91 91 !11 91 91 91 91~l 91 91 91 91 91 92 92 92 , 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 
393 1 1 ,:,, H,  J,· .. !IS ｷ.'......'f ... 4 .ｷ. , ,. . ｷ 狂•.. 節~ •• •. • 計4 5 6 6 7 7 1 a 8 9 9 約.•• 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 氾 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 

ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 29 

モス’ Lanius bucepha/us 1 1 1 1 1 5 

ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 1 1 1 3 

トラッグミ Turdus dauma 

゜アカハラ Turdus chryso/aus 1 1 2 

ッグミ Turdus naumanni 1 1 1 1 1 , 1 1 8 

ウグイス Cettia diphone 1 1 

オオヨシキリ Acrocepha/us arundinaceus 

゜セッカ Cistico/a juncidis 

゜エナガ Aegithalos caudatus 1 1 2 

シジュウカラ Parus major 1 1 1 1 , 1 , 1 1 1 10 

メジロ Zosterops japonica 1 1 1 1 4 

ホオジロ Emberiza cioides , , 1 1 1 1 , , 1 , 
カシラダ力 Emberiza ruslica C 

アオシ Emberiza spodocepha/a 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

力ワラヒワ Carduelis sinica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1, 

スス＇メ Passer montanus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2E 

ムクドリ Sy urnus cmeraceus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1( 

オナガ Cyanapica cyana 1 1 2 

ハシポ｀ノガラス Corvus corone 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 

噸~類 . I I 
イヌ Canis familiaris 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17 

タヌキの動作 Nyctereutes procyono1des 

゜ヒトの音声 Homo sapiens 1 1 1 1 1 1 1 , , , , , 1 1 1 1 1 1 1 , , , , , 24 
ヒトの動作 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 23 

棗痕類~ •: •·· .' , .. .. I 
キリギリス科

ハヤシノウマオイ Hexacentrus japonicus 

゜ヤブキリ（ヤマヤフキリ） Tertigonia onentalis-complex 

゜ ゜キリギリス Gampsocleis buergeri ゜~： ゜

t
浬
一
缶
＿
Lぃ
竺
ば
が
登
応
妄
涵
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-
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-
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付表 4. 生態園舟田池の岸辺において記録された動物の音源： IV, 昼下がり

| 308 ,| 

91 91 ~t 91 91 91 が 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 鉛 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 
93.鯰•• .釈.~ • ~ ~ • ~ ~ 

4 5 6 6 7 7 1 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 .ｷ:1 ~ 

和名 学名 21 19 :i 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 
~ ”...~ .~ ...托.~ • • ~ ~ !t 

ヒメギス Metrioptera hime 0 i) 

゜クピキリギス Euconocephalus thunberg, ゜カヤキリ Pceudorhynchus Japomcus ゜ツユムシ Phaneroptera falcata ゜セスジツユムシ Ducetia japonica ゜コオロギ科

エンマコオロギ T e/eogryl/us emma () 1 1 2 

ミッカドコオロギ Loxoblemmus doemtz, , , , 3 

ハラオカメコオロギ Loxoblemmus arietulus 1 1 1 3 

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sp. , , 2 

ツヅレサセコオロギ Velariflctorus m,cado 1 1 1 3 

クチキコオロギ Duo/andrevus coulonianus 

゜ ゜ ゜ ゜マダラスス Pteronemobius n,grofasciatus • () 0 0 

゜
0 

゜ヒメスス Pteoronemob1us nigrescens 0 ゜クサヒパリ Paratrigonidium striatum ゜キンヒパリ Anaxipha pallidu/a ゜カネクタキ Ornebius kanetatakt 1 1 

アオマツムシ Calyptotrypus hibinoms ゜スズムシ Homoegryffus Japonicus ゜カンタン Oecanthus lang,cauda ゜バッタ科

ショウリョウハソタ Acrida turrita ゜セミ科

アブラゼミ Graptopsaltra n,gro/uscata 1 1 1 1 4 

ミンミンセミ Oncotympan a maculat,co lfis 1 1 

ニイニイゼミ P/atypleura kaempteri 1 1 

ヒグフシ Tanna mgrofuscata 

゜ックックホウシ Meimuna opalifera 1 1 1 1 4 

甲虫の羽音

゜その他の昆虫の羽音 , 1 

聴取種数合君t （毘虫の羽音を除く） 9 9 6 13 7 9 12 16 11 12 13 12 13 13 15 8 12 11 9 12 14 13 7 10 14 
,, ,。 15 22 11 349 

汁
函

;S:: 

;;;: 



付表 5. 11~ 態［点1/itlll池の岸辺において，iじ録された動物の音源： V, 夕 }J

ー309|ー
91 91 ¥;1 91 91 91 91 91 91 91 91 1)1 91 91 91 91 91 92 92 92 !t2 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 ・~~ 9 .• ~ . 
4 5 6 6 7 7 1 a 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 il 3 

和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 .14 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 ::'..f.4. 'le . • .. 計

両棲頷
~< ., .. > .•• ~ ~ ~ I ~ ~ ~ ~ ~: 

アマガェル Hy/a Japomca 1 1 1 1 4 

卜ウキョウダルマガェル Rana brev,poda 

゜ウシガェル Rana cares灰,ina

゜
鳥 f : 

ヵィップリ Pod1ceps ru/1cof/1s 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 27 

力イソフリの走る水音 1 1 1 1 , 1 1 1 1 1 1 1 12 

コイサギ Nycticorax nycticorax 1 1 2 

ダイサギ EgreNa alba 

゜マガモ Anas platyrhynchos 1 1 1 1 1 1 1 7 

カルガモ Anas poecilorhyncha 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 

ハシヒロガモ Anas c/ypeata 1 1 

コガモ Anas crecca 1 1 1 , 1 1 6 

オナガガモ Anas srrepera 1 1 

ホシハシ＼コ Aythya ferina 

゜キンクロハシロ Aythya fu//gula 

゜カモ類の羽音 1 1 1 1 1 1 6 

カモ類の水音 1 1 1 1 1 5 

コシュ．ケイ Bambus,cola thoracica , 1 

—ヮトリ Gallus gal/us var. domesticus 

゜キシ' Phas,anus cofchicus 1 , 1 1 1 1 E 

コチトリ Charadnus dub,us 1 1 

キシハト Strepto匹lia orienta/1s 1 1 1 3 

キジバトの羽音 1 1 2 

ワカケホンセイインコ Psittacu/a kramen mamllensis 1 1 , 
3 

力ワセミ Alcedo anhis 1 1 2 

コゲラ Dendrocopos kizuk, 1 1 1 1 1 5 

ヒハリ Afauda arvensis 1 1 1 1 1 1 6 

ソハメ Hirundo rusttca 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

イワッハメ Dehchon urb,ca 

゜ハクセキレイ Motac1/la alba 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 

セグロセキレイ Motac1/la grand1s 

゜

忌
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付表 5. 生態Lil舟田池の岸辺において記録された動物の l°'i'i/J;t: V, 夕方

| 310ー
91 91 釦 91 91 91 釘 91 91 91 91 91 ,, 91 91 91 91 92 92 92 卯 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 ~ 叩
4 5 6 6 7 7 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2) 

和名 学名 21 19 2 23 14 21 蕊 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 1~ 9 ~ 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 
I....4 . .1..~ . 
!t 

ヒヨドリ Hypsiperes amauroris 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
, , 1 1 1 1 20 

モス·• Lanius bucepha/us 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

ジョウピタキ Phoemcurus auroreus 1 1 
, , 4 

トフツグミ Turdus dauma 1 1 

アカハラ T urdus chrysolaus 1 1 1 1 4 

ッグミ Turdus naumanni 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 

ウグイス Cettia diphone 1 1 1 1 1 1 6 

オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus 1 1 

セッ力 Cistico/a Juncidis 1 1 2 

エナガ Aegirhalos cauda rus 1 1 1 3 

シジュウカラ Parus ma1or , , 1 1 1 5 

メジロ Zosterops Japomca 1 1 2 

ホオジロ Emberiza c1oides 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 

カシラダカ Emberiza rustica 1 1 2 

アオジ Ember,za spodocephafa , 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 11 

力ワラヒワ Cardue/is sinica 1 1 1 1 1 1 1 , 1 , 
スズメ Passer monranus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17 

ムクドリ Syurnus cmeraceus 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

オナガ Cyanopica cyana , 1 1 3 

ハシホ‘ノガラス Corvus corone 1 1 1 1 1 1 1 , , , 1 11 

ハシフトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 14 

哺乳類
. 

I 
.. 

イヌ Canis lamiliaris 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 25 

タヌキの動作 Nyctereutes procyonoides ゜ヒトの音声 Homo sapiens 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 26 

ヒトの動作 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13 

毘虫類 ; 

キリギリス科

ハヤシノウマオイ Hexacentrus japonicus ゜ヤブキリ T eN!gonia orienta/1s-complex 

゜ ゜キリギリス Gampsocte,s buergeri 

゜

汁
濫

芸

f
t
 



付表 5. 11: 態I点l舟Ill池の岸辺において記録された動物の音源： V, タ}j

| 311ー
91 91 ~.: .; .. 91 91 97 1 i.t .1 . 91 91 91 91 111 91 91 91 91 91 92 92 92 如 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 39131 ．森·鋲·.. '.,・.．··.裟ｷ ,.．··..・,各·..· .. i ,ｷ ｷｷ ... . ｷ 猜媒心:.'. . ., . i ,. . 計4 5 6 7 8 8 9 9 JO 10 11 11 12 12 1 1 

12 6ｷ1ii 9 • 
2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

和名 学名 21 19 23 14 
21 23 .... . 
19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 

ヒメギス Metrioptera hime 〇· 9 
゜クピキリギス Euconocephalus thunbergi 

゜カヤキリ Pceudorhynchus japonicus 

゜ツユムシ Phaneroptera /a/cata 〇：

゜セスジツユムシ Ducetla japan/ca 1 1 

コオロギ科

エンマコオロギ Teleogryllus emma , , 1 1 1 1 6 

ミッカドコオロギ Loxob/emmus doenitzi 1 1 1 3 

ハラオカメコオロギ Loxoblemmus arietu/us !l 1 1 1 1 1 ~ 

モリオカメコオロギ Loxob/emmus sp. 1 1 2 

ツヅレサセコオロギ Velarificrorus micado 1 1 1 1 4 

クチキコオロギ Duo/andrevus coulonianus 

゜マダラスス9 Pteronemobius nigrofasciatus () <) 0 0 () .() 0 

゜ ゜ ゜ヒメスス’ Pteoronemobius nigrescens 

゜クサヒバリ Paratrigonidium striatum 1 1 

キンヒパリ Anaxipha pallidula 

゜ ゜カネタタキ Ornebius kanetataki 

゜アオマツムシ Calyptotrypus hibinonis 1 1 1 3 

スズムシ Homoegryllus japonicus 1 1 

カンクン Oecanrhus /ongicauda 1 1 

バック科

ショウリョウパッタ Acrida tu"ita 

゜セミ科

アブラゼミ Graptopsaltra nigro/uscata 1 1 1 1 1 ヽ

ミンミンゼミ Oncotympan a macu/atico I/is 1 , 1 3 

ニイニイゼミ Platyp/9ura ka9mpf9ri 1 1 

ヒグラシ Tanna nigroluscata 1 , 
ックックホウシ Meimuna opalifera 1 1 1 1 4 

甲虫の羽音 1 1 

その他の毘虫の羽音 1 1 

聴取種数合計 （昆虫の羽音を除く） 15 8 !> 18 12 12 10 15 16 14 13 12 10 12 10 11 15 13 15 17 13 15 15 11 12 11 10 11 13 9 10.•: .桑•.•· 
~ ~ ~ 378 

函
哭
i
-―ぃ
ざ
―1~心
吾
l『
代l
l｛｛
粽h
-苓
―}
j
S酪
沼
涵



付表 6. 生態［点IJitlll池の岸辺において記録された動物の音源： VI, 夜

| 312 1 

91 91 !>t 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 

: 烈93 ....念,....,...... .. . ｷ , 船.:,'0 ~ '.,'."'." . ' It 4 5 • •. ｷe .2 • 23 s 7 7 ? 8 8 
, , 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 

和名 ．蕊 19学名 21 19 14 21 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 
祠....棲.讀 .•••..•• • -:. —: _ｷｷ: 

一? >ｷｷ.. ｷ.. ¥ ./ 空：・- •• '.  合 ｷｷｷ: .. ,;--ｷ: . -.ｷ 一．．：：
-~ ~ -1-• -— -

—r 
ｷ.ｷ,.ｷ 

•• 忍：：；：：：：： .ｷ I .• ・ . 
.,. 

'' アマガエル Hy/a japonica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 

卜ウキョウダルマガエル Rana brevipoda , , 
ウシガェル Rana catesbeina , 1 1 1 1 5 

蔦頷
: I . . 

I ,I '.,  . ,. Iｷ I : 
力イツブリ Podiceps ru/icol/is 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

力イツブリの走る水音 , , 2 

ゴイサギ Nycticorax nycticorax 1 1 1 1 1 1 6 

ダイサギ Egretta alba 

゜
C 

マガモ Anas platyrhynchos 1 1 1 

カルガモ Anas poecilorhyncha 1 1 1 1 1 5 

ハシピロガモ Anas c切:>9ata

゜コガモ Anas crecca 1 1 

オナガガモ Anas strepera 

゜＊シハジロ Aythya lerina 

゜キンクロハジロ Aythya fuligula 

゜カモ類の羽音 1 1 , 3 

カモ類の水音 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
コジュケイ Bambusicola thoracica 

゜二ワトリ Gallus gal/us var. domesticus 

゜キジ Phasianus colchicus 

゜コチドリ Charadrius dubius C 

キジパ卜 Streptopelia orients/is 1 1 

キジパトの羽音
—— •— 

1 , 
ワカケホンセイインコ Psittacula krameri manillensis 

゜カワセミ A/cedo atthis 

゜コゲラ Dendrocopos kizuki 

゜ヒパリ Alauda arvensis 

゜ツバメ Hirundo rustica 1 1 

イワッパメ Delichon urb1ca 

゜ハクセキレイ Motacilla alba I 
゜セグロセキレイ Motacil/a grandis 

゜

k

歴
逹

{
t
 



付表 6. 生態1.:.1舟Ill池の岸辺において記録された動物の音源： VI, 夜

| 313 1 

91 91 

... 約~,.. .... : ~ ii ｷ .. :I...ｷ.. . .. ·• . : . 

91 91 91~t 91 91 91 91 釘 91 91 91 91 91 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 
39131' .. •屡.:.. 紐•• 蒻•......·娑.......ｷ... .... .. ｷ . . ; • 

.:: 滋・.繕靱., .. ・,,.森.,ゞ弓・.·.: : . : l ' 計4 5 6 7 7)  8 8 , , Jg 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
和名 学名 21 19 23 14 21 蕊 19 25 4 22 l~20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 

ヒヨドリ Hypsipetes amaurolis 

゜モス, Lanius bucepha/us 

゜ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 

゜トラッグミ Turdus dauma 

゜アカハラ Tuばus chrysolaus 1 1 

ッグミ Turdus naumanni 1 1 

ウグイス Cettia diphone 

゜オオヨシキリ Acrocepha/us arundinaceus 

゜セッ力 Cislico/a juncidis 

゜エナガ Aegitha/os caudatus 

゜シジュウカラ Parus major 

゜メジロ Zosterops japonica C 

ホオジロ Emberiza cioides 

゜カシラダ力 Emberiza rustica 

゜アオジ Emberiza spodocspha/a 

゜力ワラヒワ Cardue/is sinica ( 

スス’メ Passer montanus ( 

ムクドリ Sy urnus cmeraceus 

゜オナガ Cyanopica cyana 

゜ハシボソガラス Corvus corone 

゜ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 

•.•-

I 
, .. ｷ.ｷ.. t 

~ ..~ ... I , 9 ・・ ... I> 一... ··1忍 0::0 i 
.鳶＂..員...,.....公..~ ~~ .. ~ .. 

I ~ ~ ~ ~ ¥ 1::,. •.::.·.·.. : :: • ..  I . .. 1ｷｷ, I' ·•· 
イヌ Canis familiaris 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 24 

タヌキの動作 Nyctereutes procyonoides 

゜ヒトの音声 Homo sapiens 1 1 1 1 1 5 

ヒトの動作 1 1 

昆虹嶺 I ｷ.. I L, I I I k'  :~ ~ " 1ｷｷ. . I戸；: , ... ·• 

キリギリス科
' 
__ , 

ハヤシノウマオイ Hexacentrus japonicus 1 1 2 

ヤプキリ Tettigonia orienta/is-complex 90 ''Q 1 1 tl 2 

キリギリス Gampsoc/eis buergeri 1 1 

守
涌
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付表 6. ,,,_態 I点IJ\tlll池の岸辺において，氾録された動物の音源： VI, 夜

| 314ー
91 91 $1 91 91 97 1~ 釘,~ 1 ~ 91 91 91 91 酎 91 91 91 91 91 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 

391 31 心I,.....,..: 庶...曹.~...ｷ. . .. .切ｷ...t.t ..·..~ .ｷ.. . ｷ . 
5 ,6 1~ 0 ~ 10 

, 
4 6 7 8 8 , , 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

21.•?? • ｷ 
I 

和名 学名 21 19 .2 23 14 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 計

ヒメギス Metrioptera hime 
·む•. 

゜クピキリギス Euconocaphalus thun畑rgi 1 1 1 1 4 

カヤキリ Pceudorhynchus japomcus 

゜ ゜ツユムシ Phaneroptera fa/cata C 

セスジツユムシ Ducetia japonica 1 1 

コオロギ科
.. '-

エンマコオロギ T e/eogryffus emma 1 1 1 1 , , , 1 1 , 
ミッヵドコオロギ Loxob/emmus doenitzi 1 1 1 1 1 1 1 7 

ハラオカメコオロギ Loxob/emmus arietulus 1 1 1 1 1 1 1 7 

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sp. 1 1 1 1 4 

ツヅレサセコオロギ Ve/arifictorus m1cado 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

クチキコオロギ Ouo/andrevus coulonlanus 1 1 

マダラスス Pteronemobius nigrofasciatus 0 {) Q o 6 o o o 0 Q 

゜ヒメスズ Pteoronemobius nigrescens 

゜クサヒパリ Paratrigonidium striatum 

゜キンヒバリ Anaxipha paffidu/a 

゜カネタタキ Ornebius kanetataki 1 1 

アオマッムシ Ca/yptotrypus h1binonis 1 1 1 1 

゜
4 

スズムシ Homosgryl/us japonicus 1 1 2 

カンタン Oecanrhus long,cauda 1 1 1 3 

バッタ科

ショウリョウバッタ Acrida rurrira 

゜セミ科

アブラゼミ
•一 9 '-ｷ -, 

Graptopsaltra nigrofuscata 

゜ミンミンゼミ Oncotympan a maculatico I/is 

゜ニイニイゼミ Platyp/eura kaempferi 

゜ヒグフシ Tonna mgrofuscata 

゜ックックホウシ Meimuna opa/Jlera 

゜
甲虫の羽音

゜その他の毘虫の羽音 1 1 

聴取種数合,t （昆虫の羽音を除く） 3 4 2 6 4 8 11 10 12 6 8 4 3 3 2 2 3 1 4 4 3 0 4 3 6 7 5 s a 4 2 i. ,: 147 

r
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付表 7. lj:_態l点I照菜樹林内において記録された動物の音源： I, 明け方

91 91 96 1 8':I ~ ~ $ •~ .~ ｷ 
971 ... 森.. s .. i......ｷ .... , . ., .. . . ••• 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 .... jc .. .. 鉛念..．．.・...... ~ .. . .. . • . 

92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 

4 5 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

和名 学名 21 19 2 盗 14 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 1! It 

.• ·.• ぶ . 氾·.・·•·· 塁翌：·:/吃吝 ··••••·.·•··•···•·•··•·••·•··(<······•···•··· 
I"' ..... , I 図< .• 

.,,, .,,,, 
···•·)> i:: ,,, .,, .. , な·•·..〗喜 . I : .ｷ ... ,.ｷ 五：詞~ ,ｷ,, . ：ゞ：吝..., 

アマガェル Hy/a japonica 

゜
蔦蟻

~ ~ ~ :: .. , .. ,, ., ｷ. 

•••• 

lｷ:c:c:, I I ! ,.• " I Iｷｷ 丸 .: I' ....• .. .• > .,,, 

力イツブリ Podiceps ruficol/is 1 1 

ゴイサギ Nycticorax nycticorax 

゜ササコイ Butorides striatus 1 1 

マガモ Anas platyrhynchos 

゜カルガモ Anas poecilorhyncha , 1 

コガモ Anas crecca 

゜カモの羽音

゜コジュケイ Bambusico/a thoracica 1 1 1 , , 1 6 

二ワトリ Gallus gal/us var. domesticus 1 , 2 
キジ Phaslanus co/chicus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
キジの羽音 1 1 

コチドリ Charadrius dubius 

゜コアジサシ Sterna a/bi/rans 

゜ドパトの羽音 Columba /ivia var. domestica 

゜キジパ卜 Streptope/ia orientalis 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 

キジバトの羽音 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 '1 1 1 1 1 16 

ワカケホンセイインコ Psittacula krameri manil/ensis 1 1 

アオパズク Nlnox scutulata 

゜コゲラ Dendrocopos kizuki 1 1 2 

ヒバリ Alauda arvensis , , , 1 1 1 1 , , 1 10 

ツバメ Hirundo rustica 1 1 1 3 

ハクセキレイ Motacilla alba , 1 1 1 1 1 1 1 8 

ヒヨドリ Hypslpetes amaurotis , 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3( 
ヒヨドリの羽音 1 1 2 

モス’ Lanius bucepha/us , , , 1 1 1 1 1 1 1 1( 

ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 1 1 1 3 

トラッグミ Turdus dauma 1 1 

アカハラ Turdus chrysolaus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

ッグミ Turdus naumanni 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1( 

t
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付表 7. 生態l点l照菜樹林内において記録された動物の音iJ屈： I, 明け方

-316ーl
91 91 
961 •!1.•~ 1 
91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 姦 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 

4 5 17 4·...•1 .2.ｷ ..ｷ.. .... .1 . . .. 7 8 8 9 9 10 
10 ,, 11 12 12 1 1 2 t 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

和名 学名 21 19 2• 匹 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 沿g 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 1E 計

ッグミの羽音 。

ウグイス Cettia diphone , , , 1 1 , 6 
オオヨシキリ Acrocepha/us arundinaceus 

゜セッカ Cistico/a juncidis 

゜エナガ Aegitha/os caudatus 

゜シジュウカラ Parus major 1 1 1 1 1 1 , , , , 
メジロ Zosrerops japonica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
ホオジロ Emberiza cioides 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1E 

アオジ Emberiza spodocepha/a 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 

力ワラヒワ Cardue/is sinica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17 

スズメ Passer montanus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 24 

ムクドリ Sy urnus cmeraceus , , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 24 
オナガ Cyanopica cyana 

゜ハシポソガラス Corvus corone 1 1 1 1 , , , , 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 , 1 20 
ハシプトガフス Corvus macrorhynchos 1 1 , 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 , , 1 1 , , , 1 1 1 25 
槽第...類•••. 

'ｷ i''.,ｷ ' ::•: y I I I ., '. ,ｷ 

イヌ Canis familiaris 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17 

タヌキの動作 Nyctereutes procyonoides 

゜ヒトの音,. Homo sapiens 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 

ヒトの動作 1 1 1 1 1 1 1 , 1 1 , 11 
毘.......蓋...讀.,ｷ. 立ぶ ~ ~ :~ . . ... , .. 

~ ~ ベ•· •· 
ｷ" i I '' 1, 

キリギリス科

ハヤシノウマオイ Hexacentrus japonicus 

゜ャプキリ Tettigonia orienralis-complex 9 
゜キリギリス Gampsoc/eis buergeri 

゜ヒメギス Metrioptera hims 

゜クピキリギス Euconocephalus thunberg/ 

゜カヤキリ Pcsudorhynchus Japonicus 

゜ツユムシ Phaneroptera /a/cata 

゜セスジツユムシ Ducetia Japonica 

゜

K

屎
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R



付表 7. 生態悼l照菜樹林l村において叫録された動物の音i/J;(: [, IIJjl ナ）j

91 91 91 81 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 鉛 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 

4 5 6 6 7 7., 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 ~9 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 15 計

コオロギ科

エンマコオロギ T eleogryllus emma 1 1 1 1 4 

ミッカト＇コオロギ Loxoblemmus doemrz, 1 1 2 

ハラオカメコオロギ Loxob/emmus anetu/us 1 1 1 1 4 

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sp 1 1 1 1 4 

ツヅレサセコオロギ Ve/ariftctorus micado 1 1 1 1 1 1 1 7 

クチキコオロギ Duolandrevus coulomanus 

゜マダラスス＇ Pteronemoblus nigro/asc,atus ii 

゜ヒメスス’ Pteoronemob1us nigrescens 

゜ ゜シパスス’ Pteronemobius mikado 

゜クサヒパリ Paratrigonidium striatum 1 1 1 1 4 

カネクタキ Ornebius kaneraraki 1 1 1 1 4 

アオマッムシ Calyptotrypus h1bmon,s 1 1 2 

カンクン Oscanthus longicauda 

゜パック科

ショウリョウパソ夕 Acr,da rurrira 1 1 

セミ科

クマゼミ Cryptotympana Japonensis 

゜アプラゼミ Graptopsaltra nigrofuscata , 1 2 

ミンミンゼミ Oncotympana macu/a11coll1s 

゜ックックホウシ Me,muna opalifera 

゜
甲虫の羽音

゜カナブンの仲間の羽音 1 1 

膜翅目の羽音

゜ミッパチの羽音 Apis sp 

゜スス‘メハチの羽音 Vespa sp 

゜その他の毘虫の羽音 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
随取糧数合計 （毘虫の羽音を除く） 11 13 10 7 10 10 10 12 11 13 10 13 9 13 11 14 17 11 12 13 17 11 10 9 11 9 13 11 13 4 14 8 10 370 

ヽ
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付表 8. 牛．態I点］照策樹林内において叫録された動物の音源： II, 早朝

| 318 1 

91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 鉛 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 

4 5 6 6 7 7 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

和名 学名 21 19 ~ ~ 2 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 1: 計

両棲類
,, . 

アマガエル Hy/a Japomca 1 1 1 3 

鳥麺 . 

力イツブリ Podicsps ru/icollis ゜コイサギ Nyct1corax nyctlcorax ゜ササゴイ Butorides striatus ゜マガモ Anas placyrhynchos 1 1 

カルガモ Anas poec,torhyncha ゜コガモ Anas crecca 1 1 

カモの羽音 ゜コジュケイ Bambus1co/a rhoracica 1 1 1 3 

二ワトリ Gallus gall/us var. domest,cus ゜キシ' Phasianus colchicus 1 1 1 1 1 1 1 7 

キジの羽音

゜コチドリ Charadnus dub,us 

゜コアジサシ Sterna a/bifrons 1 1 

ドパトの羽音 Columba flvia var. domesrica 

゜キジハ・ト Streptopella orienta/is 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15 

キジハトの羽音 1 1 1 1 1 5 

ワカケホンセイインコ Psittacula kramen man,1/ens,s ゜アオパスク Nmox scutulata ゜コゲフ Dendrocopos k1zuki 1 1 1 1 1 1 6 

ヒバリ Alauda arvens1s 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 

ッパメ H,rundo rusr,ca 1 1 1 3 

ハクセキレイ Motac11/a alba 1 1 1 1 1 5 

ヒヨドリ Hyps,peres amauror,s 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 1 1 1 31 

ヒヨトリの羽音

゜モス Lamus bucepha/us 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15 

ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 1 1 , 1 1 1 6 

トラッグミ Turdus dauma 

゜アカハフ T urdus chrysolaus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
ックミ Turdus naumanni 1 1 1 1 1 1 1 1 8 
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付表 8. 生態園照低樹林内において，記録された動物の背源： JI, 
~
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| -319 1 

91 91 釘 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 鉛 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 93 
4 5 6 6 7 1 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 ,9 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 15 計

ッグミの羽音 。

ウグイス Cettia diphone 1 1 1 1 1 1 6 

オオヨシキリ Acrocepha/us arund,naceus 1 1 

セッ力 Cisticola Juncidis 

゜エナガ Aeg1thafos caudatus 1 1 1 3 

シジュウカラ Parus ma1or 1 1 1 1 1 1 1 7 

メジロ Zosrerops Japonica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15 

ホオジロ Ember,za cioides 1 , 1 1 1 5 

アオジ Ember,za spodocephala 1 1 1 , , 1 1 1 , 1 1 11 

力ワラヒワ Cardue/is sinica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1, 

ススメ Passer montanus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 25 

ムクトリ Sy urnus cmeraceus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1S 

オナ力 Cyanop,ca cyana 

゜ハシホソガラス Corvus corone 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 1( 
ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 1 , 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 2( 

哺乳類

イヌ Canis familiaris 1 1 1 1 , , , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1E 
タヌキの動作 Nycrereutes procyono1des , 

1 

ヒトの音声 Homo sap1ens 1 1 1 1 1 1 1 , 1 1 1 1 1 12 

ヒトの動作 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

毘虫類

キリギリス科

ハヤシノウマオイ Hexacentrus Japonicus 

゜ャプキリ Tettigonia ortenta/is ・complex

゜キリギリス Gampsoc/e1s buergeri 0 0 0 

゜ヒメギス Metrioptera hime 

゜クピキリギス Euconocepha/us thunberg, 1 1 

カヤキリ Pceudorhynchus 1aponicus 

゜ツユムシ Phaneroptera fa/cata 

゜セスンツユムシ Ducella Japomca 

゜
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付表 8. 生態園ll約箕樹林内において記録された動物の音源： JI, 早朝

32 0 

91 91 釘 91 91 .111 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 .. 戟.. 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 9: 

4 5 も. 6 
17 4:.~ 2~ .~ .~ 7 ..1 ~ . • ~ 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 .ｷt.?. ..9 .• ~ .. ~ 22 3 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 

2 3 

和名 学名 21 19 2 23 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 28 31 14 11 計

コオロギ科

エンマコオロギ Te/eogryl/us emma 1 1 1 3 

ミッヵドコオロギ Loxoblemmus doenitzi 1 1 1 1 4 

ハラオカメコオロギ Loxoblemmus arietulus 1 1 1 1 1 1 1 7 

モリオカメコオロギ Loxobfemmus sp. 1 1 1 1 4 

ツヅレサセコオロギ Ve/arifictorus m1cado 1 1 1 1 1 1 6 

クチキコオロギ Duolandrevus cou/onianus 0 

゜
1 1 1 3 

マダラスス‘ Pteronemobws nigrofasciatus 1 
, 

ヒメスス Ptaoronamobius nigrescans 

゜ ゜シバスス~ Pteronemobius mikado 

゜クサヒ J( リ Paratrigonidium stnatum 1 1 1 1 4 

カネタタキ Orneb/us kanetataki 1 1 

アオマツムシ Calyptotrypus hibinoms 1 1 2 

カンタン Oecanthus longicauda 

゜パソク科

ショウリョウパッタ Acrida turrita 

゜セミ科

クマゼミ Cryptotympana Japonensis 1 1 

アブラゼミ Graptopsaltra nigrofuscara 1 1 

ミンミンゼミ Oncotympana macu/atico/11s 

゜ックックホウシ Meimuna opalitera 

゜
甲虫の羽音 1 1 1 1 4 

カナプンの仲間の羽音 1 1 

膜翅目の羽音 1 1 

ミッパチの羽音 Apis sp. 1 1 

スズメハチの羽音 Vespa sp. 1 1 2 

その他の昆虫の羽音 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

聴取種数合計 （昆虫の羽音を除く） 12 7 8 6 9 13 8 14 14 7 13 9 13 14 11 9 11 12 9 9 7 10 14 11 12 10 12 11 10 9 11 6 10 341 
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付表 9. 牛．態I求I照菓樹林内において記録された動物の音源： III, H前

| 321ー
91 91 '.··$.: ｷｷｷ1 •· • 

91 91 
97 1 •:ー釘_,―蕊.•·:ー-ー1..，,只··-ｷ :・, ' ' 

91 91 91 91 

.. : .. :. ” ,.1釘•••• ,.・....,.渇.. ..... ,. . . . 91 91 91 91 91 92 92 92'92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 :.経：...硲.. .1 .. . . 計4 5 6 7 8 8 9 9 10 11 11 12 12 1 1 12 6.ｷ ... i .. 1. . .2... ..9 •.. •.. ' 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 • 2 

和名 学名 21 19 23 14 21 19 25 4 22 20 10 24 15 23 15 26 23 a 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 14 
. .,,,,,,,,,.,.,,,,,. ;; ;; 

·•· 

it i > F? k :; ' Hr ::;; .. >:] {J:: 喜喜:❖C❖ 〗．斎気：：· ：戸喜J 忍I rn芝,,,,,,,,,,,.,.,.,,,,,.,,.,.,.,.,,.,.,.ｷ 
.,,., 砂 ．屯ざ：.,,,,., 心.,. ,, —,-. — .....、... • •. , 

アマガェル Hy/a japonica 1 1 1 3 

蔦.......類..... .... 只..,,. 因：·•·氾.,,,•. 応：；：忘：森：・：. f 
,,.,. • ャ,.,., .... 

苺：；．喜尺 I 翌：：．：名' t滋；祠．：図力イツブ·•.さ：リ,,,,. 涅怠：,,,,,,,. ぇ：., ぶ；忍：芯
Podiceps ru/icollis 

゜ゴイサギ Nycricorax nycticorax 

゜ササゴイ Bu『oridesstriatus 

゜マガモ Anas p/atyrhynchos 

゜カルガモ Anas poeci/orhyncha 

゜コガモ Anas crecca 1 1 

カモの羽音

゜コジュケイ Bambusicola rhoracica 

゜二ワトリ Gallus gal/us var. domesticus 

゜キジ Phasianus co/chicus 1 1 2 

キジの羽音

゜コチドリ Charadrius dubius 

゜コアジサシ Stsrna albifrons 

゜ドパトの羽音 Columba livia var. domestica 

゜キジパト Streptopelia orientalis 1 1 1 1 1 , 1 1 8 

キジパトの羽音 , 1 1 3 

ワカケホンセイインコ Psirracu/a krameri manillensis 

゜アオバズク Ninox scutulata 

゜コゲラ Dendrocopos kizuki 1 1 2 

ヒパリ Alauda arvensis 1 1 , , , , 6 

ツ 1( メ Hirundo rustica 1 1 1 3 

ハクセキレイ Moracil/a alba 1 , 
ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 29 

ヒヨドリの羽音 1 1 2 

モズ Lanius bucephalus 1 1 

ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

トラッグミ Turdus dauma 

゜アカハラ Turdus chryso/aus , , 1 1 1 1 1 7 

ッグミ Turdus naumanni 1 1 1 1 1 5 
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付表 9. 'I: 態I点I!!札岱樹林内において記録された動物の音源： III, 昼jjij

| 322ー
91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 鉛 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 

923~ 災~ ·1~I . ｷ 
4 5 6 6 7 7 7: 8 8 9 9 JC 10 ,, 11 12 12 1 1 2 2: 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 

和名 学名 21 19 Z 23 14 21 鉛 19 25 4 22 ... ｷ 1. .ヽ.ｷ : 20 10 24 15 23 15 26 16 ~ .~~ ... 9 ~ . ~ 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 14 計

ッグミの羽音 1 1 

ウグイス Cettia diphone 1 1 1 3 

オオヨシキリ Acrocapha/us arundinacaus 1 1 

セッカ Cisrico/a juncidis 1 1 

エナガ Aeg,thalos caudatus 1 1 

シジュウカラ Parus major 1 1 1 1 4 

メジロ Zosrerops japonica 1 1 1 1 1 1 1 7 

ホオジロ Emberiza cioides 1 1 

アオジ Ember,za spodocephala 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
力ワラヒワ Cardue/is sinica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1, 

スズメ Passer montanus 1 1 1 1 , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2( 

ムクドリ Sy urnus cmeraceus 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

オナガ Cyanop,ca cyana 

゜ハシポ‘ノガラス Corvus corone 1 , 1 1 4 

ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 1 1 1 14 

哺乳類
.:~ . 

イヌ Cams famihans 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

タヌキの動作 Nyctereutes procyonoides 

゜ヒトの音声 Homo sapiens 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 25 

ヒトの動作 , , 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 , 13 

毘虫類 : . 

キリギリス科

ハヤシノウマオイ Hexacentrus Japonicus 

゜ ゜ヤフキリ（ヤマヤフキリ） Temgonia orienta/Js-complex 

゜キリギリス Gampsocleis buergeri 

゜ ゜ ゜ ゜ヒメギス Memoptera hime 

゜クピキリギス Euconocephalus thunberg1 

゜カヤキリ Pceudorhynchus 1aponicus 

゜ツユムシ Phaneroptera falcata 

゜ ゜セスシツユムシ Ducella 1apomca 

゜
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付表 9. 'I: 態I点l照紹樹林内において記録された動物の音源： III, 昼前

91 91 $} 91 91 91 91 91 91 91 91 
.'.J, ..  'l:$.,', .','., ..  '.. .q ' .. ~ 1 ' ' . . 91 91 91 91 91 

92 92 922 翌: : ,.'2 • .. ~ .. . 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 樟邸,.念, , ., • 計4 5 6 6 7 7't •..· . 8 8 9 9 10 11 11 12 12 1 1 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 

和名 学名 21 19 a 23 14 21 怨 19 25 4 22 20 10 24 15 23 15 26 16 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 14 
コオロギ科

エンマコオロギ Teleogryllus emma 1 1 2 

ミッカト＾コオロギ Loxoblemmus doenitzi 1 1 

ハラオカメコオロギ Loxoblemmus arietulus 1 1 1 1 1 5 

モリオカメコオロギ Loxob/emmus sp. 1 1 1 , 4 

ツヅレサセコオロギ Velarifictorus micado 1 1 

クチキコオロギ Duo/andrevus coulonianus 0 1 1 2 

マダラスス' Pteronemobius nigro/asciatus q 

゜ヒメスス― Pteoronemobius nigrescens 

゜シバスス·. Ptsronsmobius mikado 

゜クサヒバリ Paratrigonidium striatum 1 1 1 1 4 

カネタタキ Ornsbius kanstataki 1 1 1 1 1 5 

アオマッムシ Ca/yptotrypus hibinonis 1 , 2 

カンクン Oecanrhus /ongicauda 

゜パッタ科

ショウリョウパック Acrtda turrita 

゜セミ科

クマゼミ Cryptotympana Japonensis 

゜アプラゼミ Graptopsaltra nigrotuscata 1 1 1 3 

ミンミンゼミ Oncorympana maculaticol/is 1 1 

ックックホウシ Meimuna opalifera 1 1 2 

甲虫の羽音 1 1 2 

カナプンの仲間の羽音 1 1 2 

膜翅目の羽音 1 1 

ミッパチの羽音 Apis sp. 

゜スス＇メバチの羽音 Vespa sp. 

゜その他の毘虫の羽音 1 1 1 , 1 , , , 1 , , , 1 13 

藷取種数合計 （昆虫の羽音を除く） 4 7 , 9 8 7 5 9 7 12 象., 7 6 10 9 9 8 9 6 >> 7 9 10 10 7 7 5 8 8 6 6 8 7 7 ；翌 237
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付表 10. 生態I点l照巣甜林内において記録された動物の音諒： IV, 昼ドがり

| 324ー
91 91 91 91 91 91 1;>1 91 91 91 91 釘 91 91 91 91 91 92 92 92 戟 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 

.I .}.ｷ! ｷ . 4 5 & 6 7 7 7 8 8 9 9 1( 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 ,, 12 1 2 
和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 1ヽi 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 14 計

商棲類
.ｷ... ., .. 

~ ~ ~ 

アマカエル Hy/a Japonica 1 1 1 3 

“ 
>, ,. 

力イツブリ Pod,ceps ru/ico/11s 

゜ゴイサギ Nycticorax nyct,corax 

゜ササコイ Burorides srriarus 

゜マガモ Anas platyrhynchos 

゜カルガモ Anas poeci/orh yncha 

゜コガモ Anas crecca 1 1 

カモの羽音

゜コジュケイ Bambusicola thoracica 

゜二ワトリ Gallus gal/us var. domesticus 

゜キシ＾ Phasianus co/chicus 1 1 

キジの羽音

゜コチドリ Charadnus dub1us 

゜コアジサシ Sterna albifrons 

゜ドパトの羽音 Co/umba livia var. domest,ca 1 1 

キジパ卜 Streptope/Ja onentalis 1 1 1 1 1 5 

キジパトの羽音 1 1 

ワカケホンセイインコ Psmacu/a krameri manil/ens1s 

゜アオパスク Ninox scutulata 

゜コゲフ Dendrocopos kizuki 1 1 

ヒパリ Alauda arvensis 1 1 1 1 4 

ッパメ Hirundo rustica 1 1 

ハクセキレイ Moracilla alba 1 1 2 

ヒヨドリ Hypsiperes amauror,s 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 26 

ヒヨトリの羽音 1 1 

モス' Lamus bucepha/us 1 1 

ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 1 1 2 

トフツグミ Turdus dauma 

゜アカハラ Turdus chryso/aus 1 1 1 1 4 

ソグミ Turdus naumanni 1 1 1 1 1 5 
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付表 10. 生態園照艇樹林内において，；改録された動物の音諒： IV, HI、ーかり

| 325 1 

91 91 釘 91 91 91 1)1 91 91 91 91 釘 91 91 91 91 91 92 92 92 滋 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 9~ 
4 5 6 6 7 7 1 a 8 9 9 .1C 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 ,$ 

和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 14 l! 計

ッグミの羽音 。

ウグイス Cettia diphone 1 1 2 

オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus 

゜セッカ Cisticola Juncidis 

゜エナガ Aegitha/os caudatus 

゜シジュウカラ Parus ma1or 1 1 2 

メジロ Zosterops Japonica 1 1 1 1 1 5 

ホオジロ Emberiza c1oides 1 1 1 1 4 

アオシ Emberiza spodocepha/a 1 , , 1 , 1 6 

力ワラヒワ Carduelis sinica 1 1 1 1 1 1 6 

スズメ Passer montanus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 18 

ムクトリ Sy urnus cmeraceus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1( 

オナガ Cyanopica cyana 1 1 

ハシホ｀ノガラス Corvus corone 

゜ハシプトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1: 

哺乳類

イヌ Canis familiaris 1 1 1 , , , , 1 1 1 1 1 1 1 1, 

クヌキの動作 Nycrereures procyono1des 

゜ヒトの音声 Homo sap,ens 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3( 

ヒトの動作 , , 1 1 , , 1 1 , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1, 

毘虫類 I.ｷ ~ I 

キリギリス科

ハヤシノウマオイ Hexacenrrus japonicus 

゜ヤプキリ Tettigoma onentalis-complex 

゜キリギリス Gampsocleis buerger, 0 () 

゜ヒメギス Metrioptera hime 

゜ ゜クピキリギス Euconocephalus thunberg, 

゜カヤキリ Pceudorhynchus Japon,cus 

゜ツユムシ Phaneroptera /a/cata 

゜セスシツユムシ Oucet,a Japomca 
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付表 10. 生態園照菜樹林内において記録された動物の音源： IV, 昼卜がり

| 326 1 

91 91 91 91 91 91 が 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 92 92 92 戟 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 93 .~~ 

4 5 $ 6 7 7 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

和名 学名 21 19 2 23 14 21 23 19 25 4 22 14 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 14 }~ 計

コオロギ科

エンマコオロギ Teleogryl/us emma 1 1 

ミッヵドコオロギ Loxoblemmus duenitzi ゜ハフオカメコオロギ Loxoblemmus anetulus 1 1 1 1 4 

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sp. 1 1 1 3 

ッツレサセコオロギ Velarifictorus m,cado 1 1 

クチキコオロギ Duolandrevus cou/onianus 

゜ ゜マダラスス Pteronemobius nigrofasciatus 1 1 2 

ヒメスス Pteoronemobius nigresceus 

゜ ゜ ゜シパスス Pteronemobius mikado ゜クサヒハリ Pararrigonidwm srriarum 1 1 1 3 

カネタクキ Ornab1us kanatataki , , , 1 1 1 6 

アオマッムシ Catyptotrypus hibinonis 1 1 

カンタン Oecanthus longicauda ゜1( ソタ科

ショウリョウバッタ Acrida turrita ゜セミ科

クマゼミ Cryptotympana Japonens,s ゜アプフゼミ Graptopsaltra n,grofuscata 1 1 1 1 1 5 

ミンミンセミ Oncotympana maculaticol/is 1 1 

ックックホウシ Meimuna opa/1/era 1 1 

甲虫の羽音 1 1 

カナフンの仲間の羽音 1 1 

膜甥目の羽音 1 1 2 

ミッパチの羽音 Apis sp. ゜ススメハチの羽音 Vespa sp. ゜その他の昆虫の羽音 1 1 1 1 1 5 

騎取種数合=t （昆虫の羽音を除く） 4 4 7 7 8 6 5 8 14 4 9 5 8 6 4 7 3 4 5 5 5 5 3 4 7 11 10 9 8 3 6 194 
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付表 11. 生態l点l照菜樹林内において記録された動物の音源： V, タ}J

91 91 釘•. ·も••.• • • 
91 91 971ｷｷ .釘·戌• •. •. • 91 91 91 91 .• 釘” ..ｷ. ｷ. 91 91 91 91 91 92 92 92 .... ｷｷ 窯栢. . ... ｷ .. 2 ... . ... ｷｷ. . .... . ... ｷ .. . . . . . . 92 2 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 封斑'""','""',1:!',"""",''''' 卜；'"'.'"：翡：''"'"",緊"W""恙'"" " " " " " " , ' ' 4 5 6 7 8 8 9 9 10 11 11 12 12 1 1 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 

·•· ” .... 和名 学名 21 19 2 23 14 21 怨 19 25 4 22 20 10 24 15 23 15 26 16 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 計
両撞嬢 •.••••••·••••••.•••.•••••..••.••• •.•.• •·•• • • • 1 .··•.·.·. ·品·••"：．ｷｷ 

'.. 
I : I I I. •. 言；• 忍)1 I ¥:: 唸~ ~ ~ ~ ~ 1,, 1: ,.,, 名； .. ,.,, 

アマガェル Hy/a japonica 1 1 1 3 

“ 
,~ ~ 

: ~ ~ ~ tｷ 
.. .ｷ 

; 
. 

~ ~ ~ ~ ~ 
1, 

: 

力イツブリ Podiceps ru/icol/is 

゜ゴイサギ Nycticorax nycticorax 1 1 2 

ササゴイ Butorides striatus 

゜マガモ Anas platyrhynchos 

゜カルガモ Anas poecilorhyncha 1 1 1 3 

コガモ Anas crecca 

゜カモの羽音 1 1 2 

コジュケイ Bambusico/a thoracica 

゜二ワトリ Ga/us gal/us var. domestics 

゜キジ Phasianus colchicus 1 1 1 3 

キジの羽音

゜コチドリ Charadrius dubius 

゜コアジサシ Sterna a/bi/rans 

゜ドバトの羽音 Columba livia var. domestica 

゜キジパ卜 Streptopelia onenta/1s 1 1 1 3 

キジパトの羽音

゜ワカケホンセイインコ Psittacu/a krameri manillensis 

゜アオハスク Ninox scutu/ata 1 1 

コゲラ Dendrocopos kizuki 1 1 

ヒパリ Alauda arvensis , 1 1 3 

ッパメ Hirundo rustica 1 1 1 1 , 5 

ハクセキレイ Motacilla alba , 1 2 

ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , , 15 

ヒヨドリの羽音 1 1 

モス’ Lanius bucepha/us 1 1 1 1 1 , 1 7 

ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 1 1 

トラッグミ Turdus dauma 1 1 

アカハラ Turdus chryso/aus 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

ッグミ T urdus naumanni , , 1 1 4 

l
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付表 11. 生態園！麟樹林内において四成された動物の音甑 V, 夕方

ー328| 
91 91 91 91 91 91 ¥)t 91 91 91 91 釘 91 91 91 91 91 92 92 92 鉛 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 卯餃
4 5 6: 6 7 7 7 8 8 9 9 Jrj 10 11 11 12 12 1 1 2 ..i~ ..~ i.~ ~ .9 ~ ~ • , . . ~ 22 3 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 ~ .. !2 ~ . 4 .:. : .i$.,.• も.~. . 計

和名 学名 21 19 2 23 14 21 蕊 19 25 4 22 i4 20 10 24 15 23 15 26 16 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 

ッグミの羽音 〇

ウグイス Get/la diphone 1 1 2 

オオヨシキリ Acrocepha/us arundinaceus 

゜セッカ Cisticofa juncidis 

゜エナガ Aegithalos caudatus 

゜シジュウカラ Parus major 1 1 

メジロ Zosterops japonica 1 1 1 3 

ホオジロ Emberiza cioides 1 1 1 1 1 5 

アオジ Embenza spodocepha/a 1 , , 1 1 1 1 7 

力ワラヒワ Carduelis sinica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
スズメ Passer montanus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 H 

ムクドリ Syurnus cineraceus 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , 
オナガ Cyanopica cyana 

゜ハシポソガラス Corvus corone , 1 1 1 4 

ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 

哺乳類
.. .....• .. .. . 

イヌ Canis familiaris 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 22 

タヌキの動作 Nyctereutes procyonoides 

゜ヒトの音声 Homo sapiens 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 , , 1 1 1 1 1 17 

ヒトの動作 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 

琵虫類
,. ~ ~ . r . ···• / . : ~ ~ ~ : ~ 

~ 

: 

キリギリス科

ハヤシノウマオイ Haxacantrus Japonicus 

゜ヤブキリ Te叫igonia orienta/is-comp/ex 

゜ ゜キリギリス Gampsocleis buergeri 

゜ヒメギス Metnoptera h1me (l 

゜クピキリギス Euconocephalus thunbergi 

゜カヤキリ Pceudorhynchus Japonicus 

゜ツユムシ Phaneroptera falcata 

゜セスンツユムシ Ducetia 1apon1ca 1 1 2 

'
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付表 11. 生態I贔l照菓樹林内において記録された動物の音源： V, 夕方

ー329| 
91 91 

I 
91 91 
971 } .ll 2 .... . . 
91 91 91 91 

.: ...... i.:•·..·.: ｷ.t ｷｷ...ｷ. ｷ ｷ . 91 91 91 91 91 92 92 
912 26 ' .. :::❖・.. 諄・9Z•...・i.. ・... ·・.・·.... ｷ...ｷ .,. . . . . : .. 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 39131 ．遵.. 竺繕.., ... .., ... ,.3 . ... .. , . . ・ 際:: ...... 菱錢逍.羽.. .. :. ｷ . . : 計4 5 6 7 8 8 9 9 10 11 11 12 12 1 1 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

和名 学名 21 19 23 14 21 19 25 4 22 20 10 24 15 23 15 26 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 

コオロギ科

エンマコオロギ Teleogryllus emma 1 1 1 1 1 5 

ミッカドコオロギ Loxoblemmus doenitzi 1 1 2 

ハラオカメコオロギ Loxoblemmus arietu/us 1 1 1 3 

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sp. 1 1 1 3 

ツヅレサセコオロギ Velari/ictorus micado 1 1 1 1 1 5 

クチキコオロギ Duo/andrevus cou/onianus 〇： , 1 

マダラスス9 Pteronemobius nigrofasciatus 1 1 

ヒメスス’ Pt的ronemobius nigrescens 

゜シパスズ Pteronemobius mikado 1 1 

クサヒパリ Paratrigonidium striatum 1 1 1 1 4 

カネタタキ Ornebius kanetataki 1 1 1 1 1 1 6 

アオマッムシ Ca/yptotrypus hibinonis 1 1 1 1 4 

カンタン Oecanthus /ongicauda 1 1 

パッタ科

ショウリョウパッタ Acrida tu"ita 

゜セミ科

クマゼミ Cryptotympana Japonensis 

゜アブラゼミ Graptopsaltra nigrofuscata 1 1 1 1 4 

ミンミンゼミ Oncotympana maculatico/lis 1 , 
ックックホウシ Meimuna opalifera 1 1 

甲虫の羽音 C 

カナプンの仲間の羽音 1 1 2 

膿翅目の羽音

゜ミッパチの羽音 Apissp. 

゜スズメパチの羽音 Vespa sp. 

゜その他の昆虫の羽音 1 1 1 1 2 1 7 

騎取種数合計 （昆虫の羽音を除く） 5 7 < 8 8 7 ¥ 10 10 17 9 ・ , 5 6 10 9 8 9 7 : 6 4 9 11 5 6 10 4 6 6 4 1 2 ••• 210 
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付表 12. ':t. 態l点Ill札菜樹林内において，記録された動物の背源： VI, 夜

—330ー
91 91 釘 91 91 91 釦 91 91 91 91 釘 91 91 91 91 91 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 .印...~ '2 .~ .~ . . . . . : ·,雑9..,~ .ｷ..., .~ .. •.·.• .. , ., ｷ 
4 5 $ 6 7 7 .~i~ ~ ~ ~ . . 18 9 8 9 292 .J.·.初••• •• 4 ... .... 

10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 

和名 学名 21 19 玄 23 14 21 25 4 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 M 計

両棲類 .• . .••. ..•·. <• .. ·•. ., I, 1, I. •. ., Iｷ I [ ~ ~ ~: 

アマガェル Hy/a japonica 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ,c 

蔦類
.... I 

I. 
... 

' ｷ1/ I I . ｷ. 

ヵィッフリ Podiceps ru/icof/is 

゜ゴイサギ Nycticorax nycticorax 1 1 1 1 1 5 

ササゴイ Burorides srriarus 

゜マガモ Anas platyrhynchos 1 1 

カルガモ Anas poecilorhyncha 

゜コガモ Anas crecca 

゜カモの羽音

゜コジュケイ Bambusicola thoracica 

゜二ワトリ Gallus gal/us var. domest1cus 

゜キジ Phasianus co/chicus 

゜キジの羽音

゜コチドリ Charadrius dubius 

゜ ゜コアジサシ Sterna a/b1frons 

゜ドパトの羽音 Columba livia var. domestica 

゜キジパト Screptopeha or,entalis 

゜キジパトの羽音

゜ワカケホンセイインコ Psittacu/a krameri manillensis 

゜アオパスク Ninox scutulata 

゜コゲフ Dendrocopos k1zuki 

゜ヒパリ Afauda arvensis 

゜ッパメ Hirundo rustica 

゜ハクセキレイ Motacilla alba 

゜ヒヨドリ Hypsipetes amaurotJs 

゜ヒヨドリの羽音

゜モス' Lanius bucepha/us 

゜ジョウピタキ Phoenicurus auroreus 

゜トラッグミ Turdus dauma 

゜アカハフ Turdus chryso/aus 

゜ ゜ッグミ Turdus naumanni 

゜
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付表 12. 牛態園照菜樹林内において記録された動物の音源： VI, {及

91 91 釘 91 91 91 91 91 91 91 91 
'.·.” .9 •. 1·. .... . く1. . l 91 91 91 91 91 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 913 .•: 印.• • ·烈滋•.. •• ·•.. •• ·•. ｷ •. • 韮•• 逍.緊.,..ｷ. • .; , 計4 5 ~ a $ ~ ... . ｷ. 6 7 1 r 8 8 9 9 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

和名 学名 21 19 23 14 21 23 ...... . .. . 19 25 4 22 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 

ッグミの羽音 〇

ウグイス Cettia diphone 

゜オオヨシキリ Acrocephafus arundinaceus 

゜セッ力 Cisticola juncidis 

゜エナガ Aegithalos caudatus 

゜シジュウカラ Parus major 

゜メジロ Zosterops japonica 

゜ホオジロ Emberiza cioides 

゜アオジ Emberiza spodocepha/a 1 1 

力ワラヒワ Cardue/is sinica 

゜スス＇メ Passer montanus 

゜ムクドリ Syurnus cineraceus 

゜オナガ Cyanopica cyana 

゜ハシポソガラス Corvus corone 

゜ハシプトガラス Corvus macrorhynchos 1 1 

囀類 •· •· .' I "ｷ •· ,.ｷ I 
... 

.• I> ..  ,. 
.·:'竺：・ ~ ~ ~：・... '':''i 

'" .ｷｷ.,., 

イヌ Canis tamiliaris , , 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 

タヌキの動作 Nyctereutes procyonoides 

゜ヒトの音声 Homo sapiens , 1 

ヒトの1/J作 1 ·~ 1 2 

蓋嶽籟
: : Iｷ '' ) •·· ｷｷｷｷ:,,.: ,,,,,, ::: 忍虔：● > ·• . .:~ ~ :~ •·.. I'' .. ,, 翠,, ~：ざ：：：

キリギリス科

ハヤシノウマオイ Hexacentrus japonicus 1 1 2 

ャプキリ Tettigania arientalis-camplex A 
゜キリギリス Gampsoc/eis buergeri 

゜ヒメギス Metrloptera hims 01:i 

゜クピキリギス Euconocepha/us rhunbergi 1 1 2 

カヤキリ Pcsudorhynchus japonicus 

゜
0 , 1 

ツユムシ Phansroprsra la/cara 

゜セスジツユムシ Ducer,a Japonica 1 1 1 , 1 1 1 1 8 
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付表 12. 生態li:tl照菜樹林内において記録された動物の音源： VI, 夜

| 332 1 

91 91 91 91 91 91 印 91 91 91 91 .$. ｷｷ1 ｷ 91 91 91 91 91 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 93 •• 緊；•••••• ! • : ; ：•紺.•❖も計4 5 
..• ·~ .. 2c....... , . •. . 26 3 
7 7 .·な.怨·'t~ ..·~ ..ｷ.. ｷ . 1a 9 8 9 29 2 ..... 逹・J..... ・ .. ・.. 。... 4 .... .. . . . 10 11 11 12 12 1 1 2 2 2 3 4 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 

和名 学名 21 19 14 21 25 4 20 10 24 15 23 15 26 16 19 23 8 6 26 17 14 19 16 23 18 15 27 31 

コオロギ科

エンマコオロギ Te/eogryl/us emma 1 1 1 1 1 1 6 

ミッカト＇コオロギ Loxoblemmus doenitzi 1 1 

ハラオカメコオロギ Loxob/emmus arietu/us 1 1 , , 1 1 1 7 

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sp. 1 1 1 1 4 

ツヅレサセコオロギ Velarificrorus micado 1 1 1 1 1 1 6 

クチキコオロギ Duo/andrevus cou/onianus 

゜
1 1 1 3 

マダラスス’ Pteronemobius nigrofasciarus 

゜ヒメスス9 Pteronemobius nigresseus 

゜シパスス·· Preronemobius mikado 

゜クサヒパリ Paratrlgonidium strlatum 1 , 
カネタクキ OrnBbius kanBtataki , , 1 1 1 1 1 1 8 

アオマッムシ Ca/yptotrypus hibinonis 1 1 1 1 4 

カンタン Oecanthus longlcauda 1 1 1 3 

バッタ科

ショウリョウパック Acrida tumta 1 1 

セミ科

クマゼミ Cryptotympana Japonensis 

゜アプラゼミ Graptopsaltra nigrofuscata 

゜ミンミンゼミ Oncotympana macu/aticol/is 

゜ックックホウシ Meimuna opalifera 

゜
甲虫の羽音

゜カナブンの仲間の羽音

゜膜翅目の羽音

゜ミッパチの羽音 Apissp. 

゜スス＇メハチの羽音 Vespa sp. 

゜その他の毘虫の羽音 1 1 1 3 

聴取種数合計 （昆虫の羽音を除く） 1 3 1 6 4 9 6 7 10 5 3 0 1 2 1 1 1 3 1 1 4 2 6 3 3 6 6 5 5 1 1 ~ ：・.'' 108 
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